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一・先が見えない日々








　目覚ましは、スマホのアラーム。この音はわたしを絶望の淵に投げ落とす。

　寝起きが悪いから、ということもあるけどそれだけではなくて……起きたいと思えない。逃げ出したい。でもそういうわけにもいかない。今日は行かなければならないところもあるし。

　唯一の救いは。

「オハヨウ」

「うん。おはよう。ロッテ」

「オハヨウ。レイナ。ハヤク。オハヨウ」

　目を開けると、ペットのヨウム、ロッテが、ケージの中からわたしを見ていた。早口だけど、わたしにはロッテが何を言っているかちゃんとわかる。

　ヨウムというのは中型のインコで、大きさは頭から尻尾の先まででだいたい三十センチくらいある。色は、目の周りが白く、体はグレーで、尻尾が赤。可愛くてお洒落な色合いだ。とても頭のいい鳥としてよく知られているのだけど、わたしはロッテは頭がいいというのを超えてほとんど天才だと思っている。だってなんと、会話が成り立つのだ。いわゆるオウム返し、ではなく。

　鳥の研究で有名なアイリーン博士によると、ヨウムは言葉だけでなく数字を理解し、最大八までの足し算ができ、人間の幼児並みの知能を有しているそうだ。博士の著書「アレックスと私」には、アレックスが亡くなる前の晩の最後の言葉は『いい子だね、愛しているよ』だった、とある。

「ごめんごめん。今起きるよ、ロッテ」

　毎朝のことだけど、この瞬間だけはとてもうれしい。ひとりじゃない、って気持ちになるから。つらくたって、自分にはロッテがいるから大丈夫なのだ、と。

　ロッテがいても、ときどき、ひとりを感じて落ち込んでしまうときもあるけれど……。母が亡くなってから、この感覚が消えたことはない。

　ベッドから這い出ると、まずはロッテをケージから出した。テーブルや床に糞をされてしまうこともあるが、すぐに拭くようにしているので問題ない。鳥の身体の構造で、どんなに賢くても、いわゆる糞のしつけは不可能なので。

　部屋の角に大きなテーブルを置き、その上にケージを載せている。テーブルを大きいものにしているのは、そこでロッテが遊んだりすることができるように。

　ロッテはいつものようにテーブルに出てくると、おもちゃがたくさん入っている箱の中からお気に入りを取り出して遊び始めた。ボールや、鈴や、紐、棒……いろんなものを取り出してロッテは好きなように遊ぶ。危なくないように、ちゃんと鳥用のトイを購入するようにしている。

　それを眺めつつ、寝るときに着ているパジャマ代わりのルームウェアのまま、階段を下りた。寝室は二階にあるが、洗面所やキッチンは一階にある。

　グラノーラに、鉄分補給のためアサイーをふりかけ、豆乳を入れるだけの朝食を作ってぼうっと食べた。ずっとひとりでいるせいか、朝から美味しいものを食べるような気分には一切ならず、とにかく毎日ずーっと同じものを食べ続けている。味は虚無っぽいが、別に飽きもしない。

　ひとりきりで世田谷区成城の一軒家に住んでいるだなんて、贅沢と言われるかもしれない。かなり古い家ではあるのだけど。

　家族が四～五人は余裕で住める、広めの五ＬＤＫ。玄関は吹き抜けで、ポストモダン風の照明が昔っぽい。リビングは二十五畳、隣のダイニングキッチンだけでも十五畳くらい。リビングにはグランドピアノ。いくらなんでも、ひとりでは広すぎる。

　ここは母の実家で、要するに祖父の家だ。

　祖母が早くに亡くなり、その後祖父も亡くなったので、誰もいなくなり、この家の持ち主である康やす弘ひろ叔父さんに、管理を頼まれている。とはいえわたしは家事が苦手でろくに掃除もしていないし、ちゃんと管理をしているとは、とても言えないけど。

（家賃がかからないんだから感謝しろって言われてもね……）

　けしてこの家が嫌なわけじゃない。でもわたしは今の状況に押し潰されそうで、どうしてこんなことになってしまったんだろう、と常々思っている。

　幼い頃、父を事故で亡くした。五歳のときだからあまりその頃の記憶がない。覚えているのは、母が病院のベッドの上で動かなくなった父に取りすがってわーっと大きな声で泣いたことと、その後の葬儀の騒がしさだ。

　母は高校で音楽教師をしながらわたしを育ててくれたのだが、悪いことは重なるもので、心臓病にかかってしまった。

　祖父の勧めでわたしと母は治療のためアメリカに渡った。祖父は日本で音響機器の会社を経営しており、わたしはそのとき十三歳だった。ボストンに祖父の留学時代の知り合いが住んでいて、アパートを紹介してくれたりした。

　母の病状はどんどん悪化し、心臓移植を希望したが適合者が出てきたときには時すでに遅しの状態だった。その間にわたしたちの生活を支えてくれていた祖父も体調を崩し、亡くなってしまった。母が亡くなる一年ほど前のことだった。母が亡くなったとき、わたしは十七歳になっていた。

　祖父が亡くなったあと、病気の母とわたしを援助してくれたのは、祖父の会社を継いだ康弘叔父さんだった。

　康弘叔父さんは母の弟だ。アメリカでの病気治療は高額なので、それを出してくれたのだから康弘叔父さんには大恩がある。そして、父も母も祖父も亡くなり、父方の親戚とはもともと疎遠で、一人っ子であるわたしにとっての身内は、ほぼ康弘叔父さんひとりだけになった。

　わたしは三歳の頃にピアノを始め、アメリカに渡ってからもそれを続けた。母は亡くなるまで何度も、『玲れい奈なのピアノは特別だから絶対にやめないように』と言っていた。バークリー音楽大学で講師をしていたマーガレット先生を紹介してもらい、いい方向へと導いていただいた。アメリカの小さなコンクールに出場し、わたしは何度か入賞した。

　ピアニストになるため、マーガレット先生の勧めもあって、ジュリアード音楽院への進学を希望していた。けれど、その計画は頓挫してしまった。

　康弘叔父さんに、学費が高すぎるからやめてくれと言われてしまったのだ。確かにアメリカの私立学校の学費は高い。奨学金をもらってアルバイトをするとしても、援助がなければ入ることは難しかった。

　マーガレット先生にそのことを話すと、それではと、オーストリアの国立音楽大学を勧めてくれた。

『入学試験のためのドイツ語の勉強は必要だけれど、行ってしまえば英語もそこそこ通じるし留学生も多いから、レイナならなんとかなるわ。国立大学だから、学費はジュリアードよりずうっと安いのよ。事前にマスタークラスくらい受けておいたほうがいいのだけれど……とりあえずあちらの先生に紹介してあげるから、まずはレッスンを受けにいきなさい』

　叔父に話すとしぶしぶ応じてくれ、わたしは無事にオーストリアのモーツァルテウム音楽大学に入学し、オーストリア・ザルツブルグに引っ越した。

　ロッテと出会ったのも、オーストリアでのこと。大学を卒業してベルギーに帰るという、寮で同じ部屋だった先輩に貰ったというか……あなたに懐いているからと押し付けられてしまったのだ。それからずっと、ロッテは天涯孤独のわたしの、たったひとりの友達だ。

　ロッテは最初の頃はドイツ語を話していたけれど、今はほとんど日本語になってしまった。ヨウムって本当にすごい。まぁでもそれはロッテが天才だからかもしれないけど。

　応援してくれていた母が亡くなった寂しさはあれど、自分のやりたいことをがんばっていられたのだからあの頃は幸せだった。

　わたしはモーツァルテウム在学中の二十歳のときに、ドイツで行われた大きなピアノコンクールでの入賞を果たした。現地でのコンサートを行い、無事に卒業を迎え、音楽事務所にも入りマネージャーもついて、ヨーロッパかアメリカで次のステップへ……と思っていたのだが……。

　大学を卒業したのだから帰って来いと、康弘叔父さんにかなり無理やり、日本へと呼び戻されてしまったのだ。

（恨むなんて筋違いだって、わかっているつもりだけど……）

　康弘叔父さんは品川の高層マンションに家族で住んでおり、古い一軒家の管理は面倒だったらしい。奥さんにも断られたらしく、適当な管理人を探していたとのこと。それだけならまだいいけれど……問題は。

　康弘叔父さんはなんと。いわゆる違法スレスレの、産業スパイまがいのことをするようにわたしに言いつけてきたのだ。

『世間知らずの玲奈に、社会人経験をさせてやる』

　などときれいごとを言っていたが、内容はといえば、その会社の内部の雰囲気を報告して欲しいということ。

　そんなわけで、これまで三社に潜入した。派遣社員として入り込み、社内の様子を探った。最近、やっと三社目での仕事が済んだところだ。

（もうこんなこと、したくない）

　普通の神経をしていたら誰だってそう思うだろう。断れるものなら、断りたい。そもそもわたしは日本での社会人経験を欲していないし。でも、母の治療費とわたしの学費を出してやったんだからそれなりの恩返しをしろと言われれば、反論できない。

　今はとりあえずホッとしていたところだったのだが……。今日また、康弘叔父さんに会わなければならない。会社に呼び出されたのだ。嫌な予感しかしない。

（嫌だ。行きたくないよ。もう本当にうんざり）

　のろのろと朝食を食べ終え洗面所で顔を洗い、二階の部屋に戻ってロッテと遊びながらわたしはずっとそんなことを考えていた。




　新宿御苑近くの本社ビルに到着した。

　気持ちを整えるためにトイレに入って、地味なグレーのスーツ姿の自分を確認したあと、康弘叔父さんのいる八階の社長室に向かった。

　曽祖父の代から続く『ＨＳＢ製作所』は、昭和の時代に一世を風靡した会社だ。テレビ、ビデオ、ステレオ、ビデオカメラ、ＤＶＤプレーヤー、レコーダー、そして一番有名なのはやはりオーディオ。音響機器メーカーとして名高い。

　が。今はスマートフォンやパソコンで音楽を聴く時代になってしまったから、昔のようなタイプの機器は全く売れないし、時代に合わせてヘッドフォンやスピーカーなどパソコン周辺機器も多く出しているが、なかなかこれといったヒット製品に恵まれず、いい状況にはない。会社の規模も、祖父の時代と比べたらかなり縮小している。……それなのに。

（康弘叔父さんって……人には厳しいけど……たぶん自分に甘い人）

　アメリカやオーストリアにいた頃は会っていなかったからわからなかったけれど、康弘叔父さんはどうやら贅沢が大好きな人のようだ。おまけに奥さんも、娘もそんな感じ。

　祖父が生きていた頃は自由にできなかったから、目の上のたんこぶがいなくなった今、だいぶ好きなようにしている様子だ。姉であるわたしの母も亡くなっているから意見するような身内もいないし。おだててくれる他人だけを相手にしている気がする。

　それでいて業績の悪化や利益が伸びないことを気にしているから、わたしにまでこんなことをさせている。なんとなくだけど、最近は特にやっきになっているように見える。会社が立ち行かなくなれば誰も自分を持ち上げてくれなくなるからだろうか。

　これからは長寿社会を見込んでヘルスケアの会社も展開しており、わたしが最近まで潜入していた会社はヘルスケア大手だった。しかしそちらもうまくいきそうにないらしい。入り込んでいるコンサル会社の人間も、なんだか程度が良さそうに思えない。

　エレベーターを出て古いリノリウムの床を歩き、社長室の前に着いた。一瞬表情を引き締めながら軽くドアをノックする。

「玲奈だね。どうぞ」

　ドアを開けるといつもいる秘書はおらず、康弘叔父さんが椅子にふんぞりかえっていた。たぶんいつもいる若い秘書は愛人だと思う。いい気なもんだ。

　四十代後半で、筋トレが大好きだからそれなりに引き締まってはいるけれど、ギラギラした感じで魅力的とは言い難い。自分の叔父に対してこういう言葉は良く無いと思うけど、はっきりいって頭が良さそうに見えない。

（おじいちゃんは、こんな感じじゃなかったんだけどなぁ。もっと頭が切れる人だった。趣味も良かったし品も良かった）

　この部屋は代々の社長が使っていて、子供の頃にも何度か訪れたことがある。康弘叔父の代になってから、なんだかインテリアにまで品が無くなってきたような気がする。

「急に呼び出して悪かったね。で、早速だが、今度は『コンケントゥス』という会社に行って欲しい」

「『コンケントゥス』？」

　知らない会社だけど……とりあえず名前が素敵だなと思った。ラテン語で「音楽会」の意味だ。

「知らないだろうな。最近業界で少し話題になってるんだが、外部に情報が洩れてこない。だから入ってみて欲しい。たまたま事務員の募集があるそうなんだ。最近は一般向けの高品質ヘッドフォンを作っているそうだ」

「そうなんですね」

「社長が自ら設計してるらしい。もう手は打ってある。今日このまま派遣会社での面接に行って欲しい。来週から入れるようになってる」

「そこでわたしは、何をすれば？」

「いつもと同じだよ。まずはあちらに馴染んで、あとはこちらからの指示で動いて欲しい」

　口調は軽いものの、嫌だとは言わせないという雰囲気。でも、さすがに今度は、言おうと思っていた。

「あの、康弘叔父さん。こういうことって、わたしはいつまでしなければならないんでしょうか？　わたしも将来のことがありますし、音楽の勉強に集中したいです。それに本気で調査するなら、興信所とかもあるじゃないですか」

「興信所？　そんな必要はない。それとなく内部の様子を探ってもらいたいだけなんだから、玲奈に頼めば済むじゃないか。何の役にも立たない玲奈だって、社会人経験が積めてかえっていいだろうと思っているのに」

　へらへら笑いながら言う叔父に、怒りが湧いた。

（だからそんなのいらないって、何度も言ってるのに）

「わたしはひとりでやっていくつもりでいます。何の役にも立たないだなんて、言い過ぎです」

　そう言うと、康弘叔父さんも怒りだした。

「生意気だな、何を言う。これまで玲奈にはずいぶん援助してきたんだぞ。こんなことは身内じゃないと頼めないことなんだ。もっと使命感を持ってやってくれたっていいんじゃないか？　会社がどうなってもいいのか。これくらいのことで文句を言うなんて本当に玲奈は我儘だな、お嬢様育ちで何もわかっていないんだ。俺は教育してやってるつもりでもあるんだぞ。何が音楽だ、社会で働いたこともない人間にいったい何がわかる。悔しかったらもう少しましな仕事をしろ」

（もう嫌だ。話が全く通じない。この人には何を話しても無駄なんだ。ってゆーかそれを言うなら康弘叔父さんだってお坊ちゃん育ちじゃない！）

　腹を立てつつも資料を一式受け取って社長室を出た。

　外に出るとカフェでアイスコーヒーを買い、新宿御苑の中をウロウロしながら日陰を探した。五月の紫外線はお肌には良く無いに決まっているけど、なんだかむしゃくしゃしていたので外で資料を読みたかった。

　ちょうどいい木陰のベンチが見つかったので座った。資料を広げる。『コンケントゥス』の概要。

　派遣会社の担当者は叔父とグルなので、入れることは決まっている。いい加減な世界だ。お金さえ出せば大抵のことはなんとかなるらしい。

　本気のスパイというわけでもないので本名を使っているが、学歴や経歴はすべて嘘をついていて、毎回同じテンプレを使い回している。東京都生まれ、公立小、中程度の私立中高、中程度の私立大学の英文学科出身というのがわたしの仮の経歴だ。そのほうが派遣社員として違和感がないからと、勝手に設定されてしまったのだ。とりあえず、経歴詐称……。住所も今住んでいる祖父の家をそのまま使っている。

（それにしてもほんとにもう嫌だよ。あーあ。でも、いちおう調べてから行かなくちゃね）

　資料を読みながらスマホで検索してみた。

　まだ始まったばかりともいえる、こじんまりとした会社。

　確かに謎が多い。製品が業界で話題になっているというけど、本当にまだ情報が少ない。社長の顔も経歴もわからない。年齢も。社員数も少なそうだ。

（大丈夫かな。馴染めるかな……？）

　なんだか緊張してきた。不安に思いながらも、わたしはその足で派遣会社へと向かった。







二・初出社








「初めまして、早はや瀬せ玲奈と申します。どうぞよろしくお願いいたします」

「黒くろ崎さきです。こちらこそよろしくお願いします」

『コンケントゥス』への出社一日目。派遣会社での面接で顔を合わせていた、人事担当の黒崎さんという女性のところへまずは顔を出した。

　黒崎さんは、背が高くほっそりとしたすごくきれいな人で、最初に見たときは圧倒されてしまった。髪は黒いロングヘアで、どうやったらこんなにさらさらをキープできるのか想像もできないくらい。

（まるでモデルみたい。普通の会社員って感じじゃないなぁ。それになんかめちゃめちゃ仕事ができそう……）

　わたしは地味な紺スーツに、ベージュのブラウス、足元は黒パンプス。髪はセミロングをおだんごにまとめて、メイクは薄め。どっちかというと小柄で、顔も中の中という感じだから基本的に目立たない。見た目だけなら、案外こういうスパイみたいな仕事に向いているのかも、と思ったりする。

「それでは、お仕事の説明をさせていただきますね。あ、でもその前に……」

　黒崎さんがわたしの頭の先から足の先まで見て言った。

「服装ですけど、スーツじゃなくても大丈夫ですよ。これからの季節、暑くなりますし、涼しい格好のほうが仕事もはかどると思いますので。あの……今日も、その恰好じゃ暑くないですか？」

　黒崎さんはグリーンのパンツにベージュのスクエアネックのシャツで、爽やかな雰囲気だった。ジャケットは着ていないけれど、それなりにきちんと感もあるし、お洒落。

「そうですね、暑いです」

　うなずいた。五月半ばの東京は、すでに暑い。まもなく梅雨に入りそうで、そうしたらますます蒸すだろう。スーツじゃなくていいほうが、もちろんありがたい。

「では、行きましょうか」

　黒崎さんに社内を案内されながら説明を受けた。

　渋谷にある雑居ビルのワンフロアを借り切っているらしい。

　薄めのアースカラーをベースにした壁や床の色、ホワイトを基調にした家具などのインテリア、シャープな雰囲気の照明が、違和感なく混じり合っている。ビルの外観はさほど新しくないので、中のすっきりとしたきれいさがなんだか不思議な感じさえする。

　周囲を見回すとみんな軽装。黒崎さんが一番きちんとして見える。Ｔシャツ姿の社員もいる。あと、全体的に若い。

　人とすれ違うたび、黒崎さんがわたしを紹介してくれる。

（ほんと、うちの会社とは全く雰囲気が違うなぁ……。新しい会社ってこうなのかな？）

　大半の社員には決まったデスクがなさそう。作業場があちこちにあり、防音室のような場所もある。みんなそれぞれ仕事場に籠っている。何をやっているのかはよくわからない。

　それとは別に、広場のようなスペースもあり、そこにいる社員はそれぞれ話をしたり、ひとりでボケっとコーヒーを飲んでいたりする。なんとなく、自由な感じがした。

「カフェコーナーに無料のドリンクバーがありますので、使ってくださいね。あ、こちらへどうぞ」

　フロアの片隅に案内された。パーティションで二方向を囲ってあり、完全な密室ではないものの少し落ち着ける雰囲気の場所に、デスクが置いてある。

「こちらが、早瀬さんのスペースになります」

「あ、デスクがあるんですね」

「はい。早瀬さんには事務を担当していただきますので。この通り小規模な会社で、事務なども外注できるところはしているのですが、間に合わない部分をこれまではわたしが兼務しておりました。ですがわたしも最近社外に出ることが増えて、手が回らなくなりまして、事務員を募集させていただいたんです。どうぞよろしくお願いします」

「は、はい」

　どうやらひとり事務員状態だとわかり、ちょっと戸惑った。このパターンは初めてだ。ってことは、

（派遣社員なのにいいのかな？　それにしても、これはかなりの情報が取れちゃいそうだなぁ……）

　申し訳ないけれど、そう思った。セキュリティがちょっと甘い気がする。

　その後、パソコンのアカウントやパスワードを教えてもらうなど、引継ぎをしてもらい、黒崎さんがいなくなったところで、わたしはもう一度フロアのあちこちを歩いてみることにした。黒崎さんにも、仕事に必要なものが置いてある場所や部屋の場所を確認しておいて欲しいと言われていたので。

「新しい人？」

　背後から声をかけられて振り向くと、さっき黒崎さんから紹介された人の中にはいなかった、すらっと背の高い男の人が立っていた。

（何この人。めちゃくちゃ整ってるんですけど。カッコいい！）

　こういうのをいわゆる細マッチョっていうんだろうか。身長は百八十センチはある感じで、バランスの取れた体つき。鼻が高くキリっとした顔だちで、アジア人らしい切れ長の目。とにかく美形。髪は黒くて、さらっとしてる。服装はというと、薄いブルーのオックスフォードシャツに黒のテーパードパンツで、カジュアルで自然な感じだ。

（歳は……たぶん同じくらいかちょっと上、かなぁ）

　わたしは二十五歳だから、二十七、八だろうなと思うけど、これくらいの美形になると年齢の想像が逆につきにくい。

「はじめまして、早瀬玲奈と申します。どうぞよろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　ニコッとされて、不意打ちみたいに胸の奥がトクンと鳴った。こんなこと滅多にない、というか初めてかもしれない。

（え。なんでこんなときに。それどころじゃないのに。でも、カッコよすぎるから、つい）

　黙っていると怖いくらいの美形なのに、笑顔がものすごく素敵。

（ん？　何だろ……）

　その異常にカッコいい人に、なんだか、じーっと見られてる気がする。初対面だから？

　それにしても、はじめましての人をこんなにじっと見たりするもの？

　見ると、最初の笑顔が無くなって真顔になってる。真顔で、わたしをひたすらじーっと見てる。たぶん、気のせいじゃない。

（どうしたんだろ。わたし、何か変なことしたかな？　顔に何かついてる？）

「あの……わからないことも多いと思うのですが、早く慣れるように努力いたします」

　不思議に思いながらも、何か言わなければと口にすると、その人は我に返ったように、

「えっと……いや、あの……」

　慌てた感じで小さくつぶやいた。かなり口ごもっている。

　そこへ黒崎さんが通りかかった。

「あっ青あお山やまさん、戻ってらしたんですね。紹介します、こちら今日から来てくださる、事務の早瀬玲奈さんです」

　そう言いながら黒崎さんが今度はわたしに向いて、

「紹介します。こちらは社長の青山琉りゅう斗とです。社内にいたりいなかったりするので、早めにご紹介できて良かった。わたしは社長秘書としての仕事もしているので、それも早瀬さんと手分けしてやりたいと思っています。よろしくお願いします」

「え、秘書、ですか。はい、了解いたしました」

　次々といろんな話が飛び出てくる。驚きつつ、

（一般事務だけだと思っていたのに、社長秘書だなんて。これはますます情報が貰えちゃいそうですけど……）

　わたしはそんなことを考えてしまっていた。




　次の日はオフィスカジュアルを少し崩した程度の恰好で出社した。

　モスグリーンのブラウスにベージュの薄いデニム素材のスカート。丈は長め。アクセサリーはプラチナの細いチェーンのみ。ピアスも小さいスタッドで石はグリーンアメジスト。

　靴はさすがに、スニーカーというのも気が引けてパンプスにした。

「おはようございます」

　すれ違う人、見かけた人、みんなに挨拶をしながら社内を移動する。今日は黒崎さんが広報の仕事で外に出ているらしく、パソコンを開くとメールが届いていた。

　黒崎さんの指示通り、書類や連絡をさばいていく。会社代表のアドレスへのメールだけでなく、社長へのメールを確認するのも仕事のひとつだったのだが、

（本当に秘書みたい。っていうか……大丈夫なの？　この会社）

　社長へのメールをすべてこのパソコンで管理しているということに気がつきびっくりした。

　これまで三社に派遣事務員として潜入したけれど、ただいるだけでろくに情報など取れるわけもなく、社内の様子を伝える程度に留まっていた。産業スパイだなんてとても言えたものではない状態ではあったのだが……。

（これまでは大手ばかりだったから……）

　小さな会社で少数精鋭、派遣事務員もスタッフのひとり、という感じ。なのかな。

（これなら、康弘叔父さんが言う、『もう少しましな仕事』ができるかもね。そうしたらわたしも足を洗ってこんなことから自由になれるのかなぁ）

　そう思っていると、

「お疲れ様です。ちょっといいですか？」

　背後から声がかかった。

「あ、社長。お疲れ様です」

　今のところ何も悪いことはしていないのだが、ついビクッとしてしまう。

「あ、社内ではね、社長じゃなくて名前で呼んでもらいたいんだけど。みんなそうしてるから」

「は、はい。えっとでは……青山さん、でいいですか」

　何しろまぶしいほどにカッコいいのだ。顔を見てしまうと、なかなか地に足がつかなくなる。ふわふわとした感覚に襲われてしまう。

（こういうのも、見慣れたら平気になるのかなぁ？）

　これまでこんな感じになったことがないから、よくわからない。

「メールなんだけど、いつも黒崎さんには、俺が返事をしなければならないものだけ転送してもらってるんです。余計なメールも来るので、全部確認するのが大変なんだ。俺宛てでも、ほかの社員に回したり、共有した方がいいものもあるし。そのへん、聞いてますか？」

「あ、はい、だいたい……」

　黒崎さんから指示されており、朝一でいちおうの仕分けを済ませてはいた。

「それ、ちょっと見せてもらっていい？」

　社長──もとい、青山さんは、パソコンの前に座ると、わたしが仕分けしたメールをチェックしていた。黒崎さんじゃないから、大丈夫かどうか心配になったのかもしれない。

「ん。このメール……」

　青山さんが小さくつぶやきながらメールを開いた。それをちらっと見て、わたしは言った。

「そちらに仕分けで良かったでしょうか。内容の雰囲気からお知り合いの方かと思いまして」

「ってゆーか、早瀬さんドイツ語が読めるんですね」

　ハッとして口をつぐんだ。

（あ、そうか。どうしよう、何も考えてなかった。これまではこんなこと、なかったもん……）

　そのメールはドイツ語だった。というか、ドイツ語のメールがけっこう多かった。でもわたしは何も考えず中身を見て仕分けしてしまっていた。

「こっちのメールは、ちゃんと社内閲覧用に入ってるし。これもドイツ語だけど……。履歴書見せてもらったけど、英文科卒だよね。ドイツ語のことは何も書いてなかったからさ。もしかして、住んでたことがある、とか？」

「いえ、違います」

　言ってしまってから、そうだと言えば良かったと後悔した。学歴が履歴書と違っているのだから、本当のことは言えない。話がごちゃごちゃしてくるに決まっている。

（なんて言おう？）

　頭の中がぐるぐるした。

「ドイツ語検定とか受けたの？」

　咄嗟に返事ができない。視線を感じるけど、まともに相手の顔を見られない。

「受けてません」

　これは本当のことだ。わたしは突貫工事でドイツ語の勉強をし、受験のときにドイツ語の試験も受けたので、日本人が留学の際に受けることが多いドイツ語検定は受けていないのだ。そのあとはオーストリアに住んだので通常会話はできるようになったし、メールもドイツ語でやりとりすることが多かったので、もちろん読める。

「そっかぁ」

　青山さんは椅子の背もたれに寄りかかり頭の後ろで手を組んだ。今日は白いシャツに黒パンツ、はっきりいってどっから見ても普通の格好にすぎないのに、体のバランスが完璧な美形が着ているだけでなんだかすごく素敵に見えてしまう。でも、それどころじゃなくて。

「検定とか、受けてません。だから、履歴書に書いてなくて……独学なんです」

　なんとか不自然にならないように言い訳をした。

「ふうーん。なるほど。こちらとしてはすごく助かります。ドイツ語がわかる人が来てくれるなんて思ってなかった。俺、この会社を立ち上げる前は、ドイツの会社で働いてたんですよ。だから、あっちに知り合いも多くて、ドイツ語のメールはけっこう来るんです」

「そうなんですね」

　確かに、さっき仕分けしていて、ドイツ語が多いなぁとは思った。英語より多かった。

「これからもよろしくお願いします。助かります」

　青山さんはそう言ってどこかへ行ってしまった。とりあえずごまかせたことに、わたしはホッとしていた。







三・心地よい日々








　月曜日がこんなに楽しみだなんて、わたしはどうかしちゃったんじゃないだろうか。朝の目覚めが違う。

「オハヨウ」

「うん、おはようロッテ」

　ケージから出して遊ばせながら、いつもの支度。朝ごはんも変わらずグラノーラなのに、なぜか美味しく感じる。前は朝ごはんなんて虚無みたいなものだったのに。

『コンケントゥス』は、基本的には土日が休みだ。わたしは一般事務の派遣社員なので、その通りに休んでいる。

　いつも土日はピアノを延々弾いて、買い物と洗濯をして、そしてロッテと遊んであっという間に休日の時間が過ぎてしまう。掃除も片付けも苦手なのだけどいちおうちょっとだけやる。ピアノは平日も帰宅後に何とか指を動かし腕がなまらないようにしている。

「じゃ、行ってくるね、ロッテ」

「イッテ！ラシャイ！ラシャイ！」

　いつも羽ばたきながら送り出してくれるロッテ。

　わたしはクリーム色のエナメルバッグを持って家を出た。気分のいいときに持ちたくなるバッグ。服装は、綿素材のワンピース。色はグリーン。

　梅雨時期だからか、少し世界がしっとりしている。くもりだけど雨は降っていないから、日差しが強くなくていい。

　駅までは少し歩くけど、早めに出ているから問題ない。

　通い始めて二週間が過ぎ、なぜかこうなった。

（これまでこんな感じ、無かったもんなぁ。社会人になるってこういうことだったのかなぁ）

　仕事が楽しい。なんだか、みんなの仲間になれたような気がする。……でもわたしは嘘をついて働いているのだから、こんなのすべてまやかしだけど。

　ピアニストは孤独な仕事だ。だいたいのことはすべて自分ひとりにかかってくる。みんなで、とか集団の一員になる、というのが新鮮だった。

　小さな会社だからか、基本的にはフレンドリーで、それでいてなぁなぁという感じでもなくわりとあっさりもしていて、お互いに認め合う雰囲気が心地よい。

（なんか、オーケストラみたい……）

　留学時代も、他器楽の学生たちがオーケストラ仲間と群れているのをうらやましいと思うことがあった。

　黒崎さんが先日、歓迎会を開いてくれた。そんなこともうれしかった。

　それと。社長の青山さんとの距離が近い。というか、よくわたしのところへやってきては他愛無い話をしてくる。なぜかお菓子をくれたりもする。

　男性慣れしていないのと青山さんがあまりにもカッコいいため、油断するとドキドキしてくる。そんな場合ではないので必死に抑えているけど、それが難しい……。わたしはこれまで一度も恋人がいたことがない。そんな機会もなかったし、常に音楽に必死で暇もなかった。

（先生たちにはいつも、恋人を作りなさいって言われていたけど、そもそもモテなかったもんなぁ）

　モテないどころか友達もいなかったので論外だが、アメリカやヨーロッパにいると、よほど大人っぽく見た目を改造しない限りアジア人は子供っぽく見られてしまうことが多い。

　大半の男性の目から見て恋人候補から外れてしまう上、わたしの方からも恋人を求めていなかったのだから、できるわけがなかった。

　ずっと音楽の世界にしかいないから、男性といえば音楽仲間しか知らない。でも最近少し変なのだ……なんとなく気分がふわふわしている。

（気に入ったのは見た目だけ、でしょ？）

　自分で自分に言い聞かせる。でも、それもよくわからない。自分の感情が自分でコントロールできないなんて、初めてのことなのだ。青山さんはこれまで接してきたどの男性とも違う。常に穏やかで、若いのに優秀で、自分の会社を動かしている。それに、気のせいかもしれないけれど、なんだかわたしに優しい。

　普通に考えて、というか考えなくたってものすごくモテそうな素敵な人。身長もあるから、きっとドイツでもモテただろう。

（恋人はいるのかな？　きっといるんだろうな）

　そう思うけど──。

　わたしが男性に対して恋人の有無を考えてしまうということもすごく稀だ。普段はそんなことには全く興味がない。

　ドイツ語ができることが知られ、社員からの頼まれごとも増えた。これまで社内でドイツ語ができるのは青山さんと黒崎さんだけだったようで、この二人は忙しいので外出が多く社内のドイツ語に関する業務は後回しになりがちだったけれど、わたしが入ったことでどうやら喜んでもらえているらしい。そんなことも、なんだか自分の居場所ができたみたいでうれしい。

（募集のときは書いてなかったみたいだけど、この会社の事務員はドイツ語必須じゃないのかな？）

　ずっと孤独で、同年代の友達が少なかった。アメリカに行ったとき、最初は英語も話せなかったから学校でも孤立しがちで、いじめられるということはなかったものの、寂しい日々だった。

　ピアノだけが友達だった。もしピアノが無かったらわたしは今頃どうなっていたんだろう。

（違うか。ピアノがあるのに、こんなことをしているんだから……それにしてもいつまでこんなことを……）

　もう一度、ピアノに集中できるような日々に戻りたい。そう思うけれど、今は先が見えない。

　所属しているクラシック専門の音楽事務所は日本との関りが少ないところで、現在は連絡も来ない。

（もう、忘れられちゃったのかな……）

　急に日本に呼び戻されたときには、いちおう康弘叔父さんを助けるつもりがあったから、事務所にもそう言ってきた。だから遠慮されているのかも、とも思う。

　駅に到着し、電車に乗り込む。いろいろ思うことはありつつ、わたしは今『コンケントゥス』に行くのが楽しいらしい。足取りが軽い。

　座れたので、スマホを確認した。

（あっ……）

　康弘叔父さんからのメールを見つけ、いきなり気持ちが冷えた。

（そうだった。こんな風に浮ついてる場合じゃないんだ）

　嫌だったけど、仕方なくメールを開く。想像通りの言葉が並んでいた。

『二週間経ったので、そろそろ慣れた頃ではないかと思います。どんな状況かまずはメールで知らせてください』

　わかってはいるのだ、報告しなければならないことは。だってそのために入ったんだから。

『おはようございます。一般事務予定で派遣されましたが、社長秘書を兼務することになりました。特に怪しまれることもなく、今のところ順調です』

　そう返すと、珍しく即レスが来た。

『社長秘書を兼ねる？　それは驚いた。かなり情報が取れそうだね。引き続きがんばってください』

『了解しました』

　そう返事をしたものの、内心かなり憂鬱になっていた。

　わたしは下北沢で乗り換えのため電車を降りた。




　今日はビジネスランチに同席するように言われた。黒崎さんが別の仕事でいないので、代わりのようだ。

　そして来てみたけれど、なんだか場違いな気がしている。

　ドイツからのお客様。だから呼ばれたのかなと思ったけれど、青山さんはドイツ語が堪能なのでわたしなど必要ないはず……。

　海外からのお客様だから懐石料理にでもいくのかと思えばそうではなく、会社から歩いて行ける北青山のイタリアンで、お洒落だけどカジュアルな雰囲気のお店だった。ビジネスランチ、って感じじゃない。

「こんにちは、はじめまして」

「こちら、早瀬玲奈さん。今、秘書をやってくれてる」

　エリアス、というドイツ人に紹介された。なぜかじーっと顔を見られた。

「……はじめまして」

　エリアスはニコッとして、挨拶してくれた。

　そのあとは普通に乾杯をして、食事が始まった。

「ここ、美味しいんだよ」

「うん、ワインもなかなかいいね！」

　会話はもちろんずっとドイツ語だけど、どうやら二人は前からの知り合いとわかった。やはりビジネスランチというわけじゃなさそうで、かなりくだけた会のようだ。

　エリアスはドイツから出張してきて二か月になるのだとか。どうやら青山さんとは向こうの大学で一緒だったらしい。

（ってことは、青山さんはドイツに留学してたんだ。ドイツの会社で働いていただけじゃなくて）

「新製品は『フォーゲル』にいた頃よりも、精度が上がっているんだろう？　販売はいつ？」

「あと少しってとこかな」

「ってことは、リュートのところから世界一のヘッドフォンが出るってことだな。何台くらい作るんだ？」

「三百台の予定。限定生産品になるね」

「『フォーゲル』は悔しがるだろうな」

「そうでもない、仲良くしてるよ。協力させてもらっているし、してもらってもいる。ある程度やりたいことをやったら、また戻ることもあるかもしれないし。あそこは施設が充実してるからね。飛び出してみて、あっちの環境の良さに気がついたってこともあるんだ」

（世界一のヘッドフォン？　『フォーゲル』っていうのは確か、ドイツの音響機器のメーカーだけど、かなり有名なところだよね。そっか、青山さんがいた会社って、『フォーゲル』なのか）

　普段わたしが入ることのないスペースがあり、機材が持ち込まれているのはよく見る。いろんな商品があるけれど、特別な品をテストしているらしい、ということはわかっていた。

　エリアスは職種が違うらしく、仕事の話はそれくらいしか出なかった。

　エリアスと別れて帰り道、青山さんに言われた。

「早瀬さんって、ドイツじゃなくてオーストリアにいたんだね。ドイツ語、独学って言ってたけど、本当は違うんじゃない？」

　ドキッとした。

「いえ……あの、どうしてですか？」

「そりゃ、聞けばすぐわかるよ」

（やばい）

　さっきエリアスと話しているとき、そのことは気になっていた。

　ドイツで公用語となっているドイツ語と、オーストリアのドイツ語はちょっと違う。わたしはオーストリアにいたので、どうしてもそちらの訛りというか、しゃべるとオーストリアのドイツ語になってしまうのだ。

「いつ頃いたんですか？　オーストリアは。留学とかで？」

「えっと……そうです。あの、履歴書に書き忘れて……それであの……最初の面接のとき、言いにくくて……」

　そんな大事なことを書き忘れる奴はいないだろうと思いつつ、必死に言い訳する。

「日本で大学を出てから？　じゃあ、大学院かな？」

「いえ、あの……」

　しどろもどろになってしまった。なんと言ってよいかわからず、冷や汗が出てくる。

　すると、なぜか青山さんはそれ以上追及してくることはなく、話を変えた。

「今日で早瀬さんが来てから二週間になるのか。うちの会社の居心地はどう？　もしかしたら俺には言いにくいかもだけど……何かあったら正直に言って欲しい。黒崎からの報告でも、早瀬さんはしっかりやってくれているみたいだし、できれば長くいてもらいたいんだ」

「はい、ありがとうございます」

　戸惑いながら答える。

（本当にそうできたら、それも楽しそうだな……）

　もしこのまま音楽の世界に戻れないのだとしたら……『コンケントゥス』にいたい。現実に考えて不可能なことなのに。だってインチキなやり方でわたしは潜入しているだけなのだもの。

　ポツン、と頭に水滴が当たった。

「あ」

　空を見上げる。急に雨が降ってきた。梅雨に入っているから、ときどきこういうことがある。

「ワイン飲んじゃったから、少し冷ましたいね。雨も降って来たし、カフェにでも寄ろう」

「はい」

　会社まではもう少し歩く。今日は急いで仕上げなければならない仕事もない。社長がそう言うのだから、断る理由もない。雨はどんどん強くなってきた。

「こっち！」

　走り出した青山さんを追いかける。カフェの入り口に着いたとき、特に理由もないのに二人で笑ってしまった。

（黙ってると怖いくらいのイケメンなのに、笑顔が素敵っていうのは反則だよね）

　わたしは背が高いほうじゃないから、ヒールを履いていても並ぶとけっこう差がある。顔を上げると、目が合ってしまった。ドキッとして伏せた。

「入ろうか」

　促されて中に入る。どうやら青山さんの行きつけらしい。

　少しレトロな、ミッドセンチュリー風のインテリアのカフェで、青山さんはコーヒー、わたしはカフェオレを頼んだ。コーヒーもカフェオレも、大きめのマグカップになみなみと入ったものが運ばれてきた。

　流れている音楽はクラシックで、ラフマニノフのピアノ協奏曲二番の三楽章だった。

（あ、懐かしい）

　ふと、そちらに気を取られた。

（わりと新しい録音だな。昔のものじゃない……。誰だろう。もしかしたらわたしとコンクールで一緒になった人かもしれない）

「音楽、好きですか？」

　話しかけられて、我に返った。

「はい」

「クラシックも聞くの？」

「ええと……はい」

　ちょっと口ごもってしまった。でもクラシック音楽を聴くくらいは普通の趣味なんだから、おかしくはないだろう。それにしても、どこまで自分を開示するべきなのか。

「この曲、有名ですね。えっと……誰だったかな、チャイコフスキー？」

「いえ、ラフマニノフですね」

「はい。ですよね」

　青山さんがまた、わたしをじーっと見た。

（ん？　わたしなんか変なこと言ったかなあ）

「早瀬さんは、手を怪我したりとかはしてないよね。あとは何か、ご病気とかは……」

「え？　はい。してません。いたって健康です。元気です」

（病気？　社員の健康状態が気になるってこと？　手を怪我？　なんで、そんなこと聞くの？）

　よくわからないまま話が流れて、その後、会社の話を少しした。黒崎さんが青山さんのいとこ、というのはけっこう驚いた。

「そうだったんですね！　そういえばお二人、似ています。美男美女ですよね。背も高くて」

　思わず口から出てしまった。

「美男美女？　別にそんなことはないよ」

「いえいえ。わたし、お二人に初めて会ったとき、素敵でびっくりしました」

　そう言うと、青山さんが一瞬黙って、

「……ってことは、俺のこと、わりと好きなタイプ？」

　と、真顔で聞いてきた。

「はい。あ、ええと……」

　頷いてしまい、慌てた。

「はい、でいいの？　だったら俺、うれしいんだけど」

「え？　あの……でも、どうしてですか」

「どうしてって、そのままの意味だよ。とりあえず俺の見た目がタイプだっていうなら、それだけでもうれしいよ。だから──。何か困ってたり、悩んでることがあったら、何でも相談してね」

（そのままの意味って。わたしの好きなタイプが、青山さんだったらうれしいってことになるけど……？　それにしてもどうしてこんなに親切なの？）

　わけがわからないまま、わたしはカフェオレを飲んでいた。




　次の日から青山さんは販売担当者と一緒にシンガポールへ出張に行った。

　そしてその週の金曜日、わたしは会社帰りに康弘叔父さんのところに来るように言われ、新宿の本社に顔を出した。

　いつもの古めかしい社長室。仏頂面の康弘叔父さん。

（ああもう、うんざり……）

　顔を合わせるだけで気分が落ち込んでくる。できる限り会いたくない。

「社長秘書をしているわりに、情報が少ないんじゃないか？」

「わたしは社長秘書の方の補佐をしているだけなので、アクセス権限のない情報ばかりなんです」

　嘘だった。本当は、事務に関してはほぼ何もかも丸見え状態。その気になればいろんな情報を落としてくることが可能だ。

　でもわたしは情報を持ち出していない。経過報告もおざなりだ。

（あんなに優しくしてくれる青山さんや、仲間と思って接してくれている社員のみんなに申し訳ないもの）

　そんな気持ちになっていたから。

　だって、康弘叔父さんに協力したからといって、わたしの現状が変わるわけじゃないのだ。第一こんなこと、祖父や母が生きていたら、絶対にさせられていない。

　今となっては、早く契約期間が終わって『コンケントゥス』を円満退社できる日が待ち遠しい。だって、わたしが去ることが、あの会社にとって望ましいことなのだから。その後は、中の人たちに二度と会うことはないだろうけど、それは仕方ない。寂しいけれど。

「もう少しがんばれないのか？　『コンケントゥス』はわからないことが多いんだ」

『コンケントゥス』は今、世界一と呼ばれることになるヘッドフォンを売り出そうとしているらしいけど、そのことももちろん言わない。教えてなんてあげない。叔父さんから何を言われようと柳に風、とわたしはただひたすらその場に立っていた。

（契約満了まで、知らないふりをしていようっと）

　康弘おじさんとわたしの関係はここ数年で悪化しまくっている。いくらぼんやりしているわたしでも、不当なことを要求されていると気がついてしまったからだ。向こうも薄々それは感じているのだろう。

「きっと、新しい製品を開発してるんだろう。それのデータを取って来られるか？」

「たぶん無理です。どこにあるのかさっぱりわかりません」

　のらりくらりとお茶を濁そうと思っていたら、

「もしデータを取って来られたら、お前はもう好きにしていいよ。だから、頑張ってくれないか？」

　怒鳴ったり嫌味を言ったりすることでは、もうわたしは動かせないと悟ったのか、急に康弘叔父さんがそんなことを言いだした。

「えっ。本当ですか？」

「本当だ。それができたら、もう好きにしていい。ヨーロッパへ帰るなりなんなりすればいいよ。自分の力でやっていけるっていうし。ただし、俺からの援助はないからな」

　急に目の前が開け、風穴が空いた気がした。

（もう、こんな形での恩返しはしなくていいんだ。っていうことは、自由になれる！　音楽の世界に戻れる！）

「そういうことなら、がんばってみます。もちろん、援助はいりません」

　もちろん、大事なデータを康弘叔父さんに渡すことなんて考えていない。

　自分が自由になれて、かつ『コンケントゥス』にも迷惑をかけないで済む、何かいい方法があるかもしれない。考えよう。

　だから、康弘叔父さんには、とりあえず明るく、そう返事をした。







四・初めてのキス








　地元の駅前スーパーに寄り道した。新宿に寄ってきたから午後八時を過ぎていた。カゴを持ち、ぼんやりと歩きながらコーヒーゼリーやメロンのプリンを放り込んだ。

　ひとりきりなので、普段から食事はめちゃくちゃだ。

　朝はグラノーラだけど、昼だってせいぜいコンビニのパンかおにぎり。晩御飯はというと食べたり食べなかったり。野菜や肉がたぶん絶対に足りてない。

　栄養が偏っていることはわかっているけれど、そんなことよりもピアノが大事だと思っているので、どうしても食事や片づけは二の次三の次になってしまう。お腹が空いたから何かで満たす、というだけ。カップラーメンなどのインスタント食品も良く食べている。

（おまけに甘いものが好きだから、主食にならない変なものばかり買って食べちゃうんだよね。スナック菓子が主食のことも多いし……）

　周囲の音楽家たちを眺めていても、生活や食事に関してはこだわりを持ってきちんとしているかだらしないかは、両極端なことが多い気がする。

　コーヒーゼリーとメロンプリンだけが入っているカゴを見ているとため息が出てしまう。わたしは朝のグラノーラのおかげでなんとか生きているのかもしれない。

　母と一緒にアメリカにいた頃はそれなりにきちんと食べていたけど、オーストリアに引っ越した頃からずっとこんな感じだ。だからこういう食生活は別に今始まったわけじゃない。

　オーストリア人やヨーロッパ各地からの留学生たちも、ケーキなど甘いものを平気で晩御飯として食べていたりした。でもあちらでは昼に温かいものとか、お肉とかを食べることが多いので、一日中変なもので済ませているわけじゃない。でも日本にいるとディナーがメインという習慣があるから、わたしのような人間は昼も夜も変なもので済ませるようになってしまうのだ。

（このままじゃちょっとまずいのかな。そのうち体調崩すかなぁ。ちゃんとした食事なんてこの間のビジネスランチが最後かも。なんだろう、なんか急に、カリっとしたウィンナーシュニッツェルが食べたくなってきたぞ。……今お腹空いてるせいかな。でもそんなの、惣菜売り場にないよ。他のものは別に、食べたくないし。だったらもう……メロンプリンでいいや）

　海外に出ていた期間が長いせいか、わたしは醤油味ベースの和惣菜にもその気になれない。メロンプリンのほうがまだマシに思えてしまう。

（あーあ、ウィンナーシュニッツェルが食べないな。カリっとシュワシュワのやつ！）

　そんなことを思いながら歩いていたら、不意に後ろからポンと肩を叩かれた。

「あ。青山さん！」

　振り向いた先にいたのは、青山さんだった。びっくりした。

（なんで、ここに？）

　いつもよりもさらにくだけた格好の青山さんがニコニコしながら立っていた。

　水墨画……を現代アートにしたような不思議な模様がプリントされたＴシャツに、ボルドーっぽい色合いの、たぶんリネンのシャツ。デニムっぽいイージーパンツ。たぶん普段着なんだろうけれど、これはこれで、こなれててカッコいい。

　わたしはいつもの、地味なカジュアルワンピース姿、という感じ。暑くなってきたので五分袖の、グレー系の細かいチェック柄。

「もしかしたらここでいつか会うかなぁ、と思ってたんだよね」

「え？　どうしてですか？」

「俺の家もこの近くだから。買い物、いつもここでしてるし」

「そうだったんですね」

　そんなの知らなかった。

「偶然近くに住んでたなんて、運命を感じちゃうよね」

　青山さんはずっとニコニコしている。なんだか普段の倍くらい、ニコニコしているように感じる。

（運命を感じちゃうって。これは、いわゆるおふざけだよね？）

　そう思ったので、青山さんの軽口はスルーすることにした。

「青山さん、シンガポールに行ってらっしゃったのでは？　確か来週に戻られる予定でしたよね」

「思いのほか用事が早く済んじゃって、今日帰ってきたんだ。ねえ、早瀬さんもこれから晩ごはんなの？　あ、もしかして家族の人が家で待ってたりする？」

「は、はい、い、いいえ」

　咄嗟に答えたが、自分でも何を言っているのかよくわからない。言い直した。

「家族はいません、わたしはひとり暮らしです。晩ごはんはこれからです」

　父も母も亡くなったから一人暮らしなのです、とまでは言わなくてもいいだろう。

「でも一軒家だよね。住所が、確か」

　履歴書を出しているので、それくらいはわかってしまうだろう。

「祖父の家なんです。今は誰もいないので、わたしが住んでいます」

　これは本当のことだから、そのまま言える。

「なるほどね、おじいちゃんちか。俺もそんな感じなんだよ。うちの場合は、両親が代々木のマンションに引っ越しちゃってさ。俺にここに住めって。俺、会社が渋谷なのに、普通は逆だよな。ま、俺は住むところなんかどこでもいいから、言われた通りにしてるだけなんだけど」

　青山さんはすごく楽しそうだ。さっきから、ずうっと。

　なんとなく、

（ん？　もしかして、わたしに会えて喜んでる……の？）

　そんな気がする。かなりする。自惚れだろうか。でもそんな気がしてしかたない。

「そっかこれから晩ごはんなんだね。じゃあ、俺が作るから家で食べない？　ね、そうしようよ！」

「え。あの……。青山さんって料理するんですか？」

　この場合、聞くべきことはこういうことではないような気もするけれど、『俺が作るから』という言葉が胸に突き刺さってしまい、つい尋ねてしまった。手料理……憧れの言葉だ。想像しただけでお腹が空いてくる。ますます空いてくる。でも……。

（いきなり晩ごはんを食べに来いって言われて、甘えていいものなのかな？）

　内心戸惑っていたのだが、

「うん、わりと好きだよ。一人暮らしは長いほうだしさ。オーストリアでもけっこうやってたんだ」

「オーストリアでも。じゃあ、ウィンナーシュニッツェルとか……」

　すごく食べたかったので、つい口から出てしまった。

「ウィンナーシュニッツェル？　それくらいなら、簡単だよ。時間もかからないし。よし、そうしよう。俺も久々に、食べたくなったよ」

「え。でも……」

　わたしの小さな声は届かなかったらしい。

　青山さんは先に立って歩きだし、買い物かごに次々と食材やワインを放り込み始めた。







（すごい、すごい。あっという間に、こんなに料理ができちゃうなんて！）

　目の前には、まだ油がシュワシュワいってるウィンナーシュニッツェル。

　夢にまで見た懐かしの料理。めちゃくちゃ美味しそう。いや、これは絶対に美味しい。もう、見ただけでわかる。同じ皿に、パリッとした感じの新鮮なサラダが添えられている。

（久しぶりの……本当に久しぶりの……まともな晩ごはんだ！）

　青山さんの手際の良さは本当にすごかった。手伝いたくても、その隙が無かった。わたしはただ側でボーっと立っていただけで、しまいには「座って待っててくれる？」と言われてしまった。要するに邪魔だったみたい。

　そして、もう一皿。

「あ。クヌーデル！　懐かしい」

「そうなんじゃないかなと思って、添えてみたよ」

　クヌーデルというのはオーストリアでよく食べられている、簡単に言うとジャガイモ団子だ。

「わー。クヌーデルだぁ……久しぶりだなぁ」

「そ。クヌーデルだよ」

　なんとなく顔を見合わせて笑ってしまった。

　クヌーデル……。美味しいかと言われたら別にそうでもないのだけれど、オーストリアに住むとクヌーデルを避けて通ることはできず、なんとなくしょっちゅう食べているうちに、舌が慣れてしまい、なんだか懐かしい味になってしまうのだ。

　青山さんの家は、レンガの壁がお洒落な一軒家だった。大きくはないけれど、手入れが行き届いているとわかる。ダイニングに置かれた四人掛けのテーブルは、ちょっと重厚な感じ。

　この家は、今は青山さんが一人暮らししているというけど、お庭も家の中もきちんと整えられてとてもきれいだった。

「なんか、いろいろとすごいです」

「え、何が？」

「おうちもお庭も、どこもかしこもきれいで。お料理だけじゃなく、片付けやお掃除もきちんとされてるんですね。青山さん、スーパーマンみたい」

　わたしは自分が今住んでいる祖父の家を思い浮かべた。片付けが苦手なせいか散らかっていて、だいたいいつも汚い。庭も草ぼうぼうだ。

「掃除に関してはプロにお願いしてるよ。週にニ回来てもらってる。庭もガーデンショップの人に管理を任せてる」

「あ、なるほど。そうだったんですね」

「だから、俺がやるのは料理くらいだよ。料理は嫌いじゃないからね。俺はスーパーマンなんかじゃないよ」

「そんなことないです。お忙しい中、料理をなさっているというだけでもすごいです」

　あれだけの仕事をしているのだから、こんなに何もかもできるわけがない。料理をしているだけですごい。わたしなんか、何もかもぜんぜんできてないのに。

「はい、どうぞ」

　白ワインがグラスに注がれた。

「ｐｒｏｓｔ乾杯！」

　ワインをひとくち。そして、料理を食べ始めると──これが本当に美味しくて衝撃だった。

「青山さん、美味しいです！　美味しすぎます！　シュニッツェルも、サラダも、クヌーデルも！　こんな美味しいクヌーデル、わたし初めて食べました」

「それは言いすぎだろう」

　青山さんは目を丸くしている。

「シュニッツェルも、オーストリアでもたくさん食べたけど、今日の青山さんのが一番美味しい！　これは確信を持って言えます！」

「大げさだなぁ。ま、でもここまで喜んでもらえると、こっちも作った甲斐があるよ」

　こう言ってしまうと身も蓋もないけど、オーストリアは基本的にごはんがあまり美味しくない。レストランはピンキリだけど、主婦は掃除に命をかけているらしく、料理をするとキッチンが汚れる、くらいに思っている雰囲気で、料理自慢の人をあまり見かけなかった。だからたまにお呼ばれすることがあっても、ボケた味のものを食べさせられることが多かった。

　青山さんが作ってくれたオーストリア料理は、本当にこれまでで一番美味しいと感じた。

（思い出しちゃうな……オーストリアでの、いろんなこと）

　そう思っていると、

「オーストリアでは何をしていたの？」

　さりげない感じで質問された。

　うっ、と詰まってしまった。その質問はつらい。嘘を長く話せる自信がない。

「えっと……あのだから……語学、とか……ですかね」

「ドイツ語の？　めずらしいね。大学、英文科なのに？　留学はドイツ語？」

（ですよね。そう、思いますよね。変ですよね。わたしだってそう思います……）

　そう思いつつ、仕方なく、

「……えっと、音楽も少し、したくて……」

　適当なことを言ってしまった。

　どう話せば不自然じゃなくなるのか、もうよくわからない。冷や汗をかき始めた。

「ウィーンっていえば音楽の都だもんね。楽器は何を？」

「あっわたしが住んでたのはザルツブルグです。楽器はピアノを」

　つい言ってしまった。青山さんはにっこりしながら、

「ザルツブルグって言えば有名な音大があるよね。確かモーツァルテウム……」

　わたしは慌てた。語学を学ぶつもりでいって、あそこに行く人間はいない。不自然にならないよう、話をぶった切らなければと必死になった。

「あっそうなんですね！　ぜんぜん知りません！　ピアノはただの趣味です！」

「ん？　ザルツブルグでわざわざピアノを弾いていて、モーツァルテウムを知らないなんてこと、あるのかなぁ……」

「いえいえとにかくわたしは！　大したことは何も！　気が向いたときにさらーっと弾いてただけです！　個人の先生にちょこっと習った程度です！　何ですかそのモーツァルテウムって！　メインは語学、そう語学です！」

　次第に声が大きくなってしまった。嘘をつくのはしんどい。しまいには息が上がってきてしまった。

　だって、履歴書と経歴が違い過ぎたら、いくらなんでもおかしいだろう。合わない辻褄を合わせなければと、必死に頭の中をぐるぐると回転させていた。でも、いい考えは全く浮かばなかった。

（ダメだ、きっとバカが露呈してる……自分でも何を言っているのかわからないんだもの）

　青山さんは首をかしげながら、その話に何かを返してくることもなく、黙ってワインを飲んでいた。納得してくれたかどうかわからないけれど、とりあえず話が広がらなかったことにホッとした。

　その後は普通に楽しく会話をした。ワインも二人で一本開けてしまった。青山さんはとても優しくて、一緒にいると心地よかった。次第に安心して、いつのまにか気持ちがふわふわしてしまっていた。

　ずっとこうしていたい……そんな思いが浮かぶ。

（男の人と、こんな感じ、はじめて）

　食事を終え、洗い物を引き受け、終わらせて、そろそろ……ということになり、青山さんが家まで送ってくれることになった。歩いて帰れるから大丈夫だと何度も断ったのだけれど。

「夜だし、危ないよ」

　一キロはないと思うけど、歩けばそこそこある。電車に乗るほどじゃないけど、歩くよりは自転車で移動したくなる程度の距離だ。

　このあたりは住宅地で高いビルとかはないので、商店街から離れれば住宅とマンションばかりの中を歩いていくことになる。街灯が少ない場所になると確かにけっこう暗い。

　車が側を通ったとき、ふと手を握られた。ドキドキして、身体が熱くなった。

（でもこれって、車が危ないからってことだよね？　そういうわけじゃなくて）

　恋人がいたことがないので、こういうときにどういう風に解釈したらいいのかわからなくなる。結局、到着するまでずっと手を繋いだままだった。

　門の前について、これで今日はお別れかなと思っていたら、

「立派なお宅だね。ねえ、この家、きっとピアノあるよね？」

「あ、はい。ありますけど」

（なんでピアノがあるって思うのかな。一軒家だから？　あ、さっき、オーストリアで趣味で弾いてたって言ったから？）

「じゃあ、お礼として一曲弾いてよ。ダメかな？」

「え……」

　戸惑ったけれど、断るのも悪いような気がした。だってあんなに美味しい晩ごはんを作ってくれたのだもの。確かに、お礼はしなきゃだめな気がする。

「でも、散らかってるんです。わたし、片付けが苦手で」

　料理も片付けも苦手だなんて、女として、いやこの際人として、かなりの役立たずに違いない。青山さんのような素敵な人の前ではなるべく言いたくなかった。

「え、片付け？　ぜんぜん気にしないよ、そんなの」

「でも、びっくりしますよきっと。それに、演奏会の予定もないので、今仕上がってる曲がないっていうか……」

「ふーん、趣味で弾いてるのに、普段は演奏会の予定とかがあるの？」

　そう言われれば、そうだ。じゃあ、なんて言えば。

（うーん、なんかわたし趣味でピアノ弾くって感じがもう自分の中に無いから、どう話していいかわからない）

　この場合、断りすぎるのも変なんだろうか。少なくとも青山さんの前で、わたしはピアニストじゃないわけで……趣味で弾いてる人なら、別に仕上がった曲じゃなくても、頼めば気軽に弾いてくれるものなのかな？

「……わかりました。いいですよ」

　困りつつも門を開けた。中に入る。青山さんは荒れた庭を眺めていた。

「汚いでしょう、草ぼうぼうで」

「仕方ないよ、だってひとりなんだろ？　手が回らなくて当たり前だよ」

「中はもっとひどいんですけど。ほんとびっくりしないでくださいね」

　重々しい玄関ドアを開けて中に入る。パンプスやサンダルが脱ぎ散らかしてある。恥ずかしいけれど、仕方ない。そして──いつものことなのだけど、玄関ドアを開ける音が響くと、

「今の何？　何の音？」

　青山さんがびっくりしていた。ヨウムのロッテがわたしの帰宅に気がつき、鳴いたので。

　中型インコの鳴き声というのはけっこう大きいのだ。初めて聞く人は、物慣れない響きに驚くことが多い。

「鳥を飼ってるんです。少し大きな……ヨウムっていうんですけど」

「ヨウム？　知らないな。オウムみたいな感じの鳥？」

「はい。中型インコなので、そんな感じです。鳩くらいの大きさですね。苦手じゃなければ、寂しがって上で鳴いてるので、一階に連れて来ていいですか？」

「もちろん、いいよ。俺は動物も鳥も大好きだよ」

　中に入り、リビングに案内した。

　いろんなものが出しっぱなしで、本当に適当な状態。みっともない。

　でも仕方ないので、ダイニングテーブルのところから椅子をひとつ運んできて、ピアノから少し離れた場所に置いた。

　ピアノはリビングの最奥に置いてある。普段は蓋を開けずに練習しているから、ピアノの上にも本とか服とかタオルみたいなものがいろいろ乗っかっていて、それらを払い落とした。

　この部屋は防音室ではないのだけど、音楽好きだった祖父は壁を厚めにしていて、外には音が漏れにくくなっている。そのおかげか、かなり弾いていても近隣から苦情が来たことはない。

　青山さんを待たせておいて、二階からロッテを連れてきた。ロッテはけげんそうに青山さんを見た。

「賢そうな鳥だね。それに、すごくかわいい」

「名前はロッテです。はい、とても賢くて、たぶん天才です。ね、ロッテ」

「……コンバンハ」

　ロッテがしゃべり、青山さんはかなり驚いた様子で、神妙な調子で答えた。

「こんばんは、ロッテ。はじめまして。すごい、本当にしゃべるんだんね」

　ロッテのほうも、とりあえず青山さんは客人と解釈したようで、いつもの雰囲気になった。

　リビングに置いてある止まり木にロッテを移し、わたしはピアノの前に座った。ロッテを連れてきてピアノを弾くことは、ときどきあるので、ロッテは慣れている。

「ピアノ、ベーゼンドルファーだね」

「祖父の好みだったみたいです」

「ベーゼンを弾いていて、ザルツブルグに行っていて、モーツァルテウムを知らない……ふん」

　青山さんのつぶやきは聞こえないふりをするしかない。

（うーん、何を弾こうかなぁ）

　指を慣らすため半音階スケールを数回繰り返した。青山さんがじーっとわたしの手を見ているのがわかる。

（こんなの、面白いかな？）

　次に、さらに指を温めようとショパンのハ長調のエチュードの冒頭を少し弾いた。弾きながら少し考えて、昨日ちょうど弾いていたし、あまり長くない曲のほうがいいだろうと、ショパンのピアノソナタ三番の四楽章を弾くことにした。

　この曲はかつてかなり綿密に仕上げをしている。大丈夫なはずだ。

　青山さんは少し離れたダイニングの椅子に腰かけてこっちを見ている。

　指を鍵盤に落とす。弾き始めると夢中になる。いつもそうだ。周りのことはよくわからなくなる。無心になれる。

　激しい曲だ。最後の音を鳴らし終え、ひと息ついて青山さんを見ると、なんだか呆然としているみたいだった。目が合った。

　青山さんは立ち上がって側に来た。顔が少し赤い。ワインのせいだけじゃない気がする。

「すごい。すごかった。本当にすごかった。素敵だったよ……」

　わたしは慌てて首を横に振った。弾いた感覚としてはもっと仕上げできる感じで、こんなのまだまだなのだ。いい演奏とはとても言えないものだった。

「いえ、そんなことないですよ、お酒も飲んじゃってるし、最近あまり弾きこんでいなくて本当にダメなんです。青山さんに聞いていただくなら、もっと練習してからのほうが良かった」

　わたしにしてみればそうだった。誰かのために弾くなんて本当に久しぶりで。これでは、なんだか恥ずかしいくらいの出来だった。

「素敵な演奏を、本当にありがとう。うれしい。本当にうれしいよ。……ねえ、キスしたら、怒る？」

（え？　どういうこと？）

　いきなりそう言われて、混乱しながらも顔が熱くなった。演奏後の高揚感がまだ続いていたこともあったけど、もしかしたらワインの酔いもあったのかもしれない。微笑んで頷いた。わたしも青山さんとキスしたかったから。

　青山さんがわたしの頭を少し撫でて抱き寄せ、そのままそっと唇にキスをしてくれた。触れる程度の淡いキス。そのあと少し見つめ合ったけど、でも……急に強い困惑が訪れてわたしは先に反らしてしまった。

（どうしよう、うれしいけど、キスしたかったけど。こんなにうれしいってことは……わたしは青山さんを本気で好きになりかけているの？　素敵な人、って思うだけじゃなくて？　もしかしたら青山さんもわたしを？　何でキスなんか──。でも、どうせもうすぐ、わたしはあそこの会社からいなくなる。これ以上はどうしようもないよ。それに、嘘から始まった関係が上手くいくわけがない）

　少し冷静になると、胸がぎゅっと縮むみたいに苦しくなった。

　そんなことを考えていたら、ロッテが止まり木からわたしの肩に移動してきた。それを腕に移動させると、ロッテがいきなり、

「バイバイ」

　と言った。

（あれ？　ロッテ。もしかしてわたしが困ってる、ってわかっちゃった？）

「ロッテ……」

「バイバイ。バイバイ」

　青山さんに向かって、帰れとばかりに繰り返し言うロッテ。

　青山さんは夢から醒めたように、ハッとした顔になった。

「そっか、今日はもう遅いもんな。こんな時間まで居座ってごめんね。ロッテに心配されちゃったね。今日は本当にありがとう、帰るよ」

　ロッテと一緒に青山さんを玄関まで見送った。

「それにしても……これを……この演奏を『趣味程度』だなんて、よく言うよ……。どうしてそんな風に言うのかなぁ。俺にはわからないよ」

　青山さんはひとりごとみたいにつぶやいた。わたしは返事ができなくて、青山さんは苦笑しながら、じゃあね、と帰っていった。




（もしかしたらいろいろ、考えすぎてる？　青山さんは軽い気持ちだったのかもしれないのに）

　シャワーをしてから寝室に戻った。ロッテは静かに眠っている。わたしもベッドに入ったけどすぐに眠れなくてぼんやりしていた。眠ろうとしても、胸が苦しくて上手く眠れないのだ。

　康弘叔父さんの言う通り、わたしはお嬢さんで世間知らずなのかもしれない。

　確かに、もう二十五歳になるのに、就職経験もないし男性と付き合ったこともない。ピアノさえ弾いていられればそれでいいと思っていた。

　だから今、とても困っている。ああいう本当に素敵でモテそうな人が、何を考えて自分に優しくしてくれるのか、わからないのだ。軽く考えるということができない。軽い気持ち、ということがわからない。それでいて、自分の感情を持て余してしまっている。

　これくらいのこと、恋愛慣れしている大人女子なら、きっとなんでもない顔でやり過ごすのだろう。

　思春期のすべてを欧米で過ごした。わたしはいつでも外国人だった。だから、「欧米での普通の恋愛」も「日本での普通の恋愛」も知らずに育ってしまった。

　だから今更、自分にそれができるのか自信がない。勇気もない。

　青山さんのことは、単に素敵な人だと思っていたかった。出会いが出会いなんだから、必ず別れなければならないのに、こんな風に切なくなったり、心情が揺さぶられる関係なんて嫌だった。

（でも、こんなのきっと、わたしだけが大げさに考えてるんだよね。一回くらいのキスで……）

　ため息しか出ない。なんでこんなことになってしまったんだろう。

　ロッテはやはり天才だ。わたしの気持ちを汲んで、青山さんにさよならを言ってくれたのだ。

『コンケントゥス』は未来に向かって伸びる、これから大きくなる会社だ。世間知らずのわたしにもそれくらいのことはわかる。だから康弘叔父さんのような人間も興味を持つのだ。何か裏をかこうとして。

　もう離れたい、逃げたい、自由になりたい。

（でも、どうすればいいの。何かいい方法を考えなくちゃ）

　ぐるぐると考えが回る。そのうちに、わたしは眠りの中に入っていった。







五・計画実行








　あれから、二週間くらいが過ぎた。

　朝、黒崎さんからのメールを確認しつつ、わたしの仕事が始まる。

　青山さんとは、あの日以来ほとんどしゃべっていない。必要なことは話しているけど、なるべく顔を合わせないようにしている。

　意図的にそうしていることは、おそらく青山さんにも伝わっている気がする……。青山さんのほうでも、どこかよそよそしくなった気がする。

　実はひそかに、康弘叔父さんから派遣会社に手を回してもらい、退社の準備を進めている。

　わたしがいなくなってもすぐに次の人、できるだけ優秀でドイツ語ができる人材を派遣してもらうように、画策している。もちろん、『コンケントゥス』には内緒で。

（盗み取るデータの目星もついたし……）

　わたしがあれから必死に考えた計画。

　それは、康弘叔父を騙して自由を手に入れ、無事に『コンケントゥス』を去ること。

　そして家も出て、叔父の目の届かないところへ行く。たぶん、日本を離れることになると思う。

（この先生きていくには、これしか方法がないよ）

　わたしは『コンケントゥス』からデータを盗む。けれど、それは新製品とは何も関係のない、どうでもいいようなものにする。

　いちおう、康弘叔父さんに勘違いしてもらわなければならないから、それらしいものを持っていく、というだけ。『コンケントゥス』には損害が出ないようにする。

　それを渡したら、そのことがバレないうちに、わたしは康弘叔父さんと縁を切るつもりだ。

　だってこんなこと、もううんざりだもの。

（一瞬だけ勘違いしてもらえれば、別にその後、どうでもいいデータだってバレたっていいんだ。わたしはいなくなるから）

　康弘叔父さんにはわたしのいとこに当たる娘がいる。この子はマウンティングが好きなタイプで、話していて疲れるのでほとんど交流もない。年齢はわたしより少し下だけど、今は銀行で働いている。コネで入社したらしいけど。

　そんなに身内を使いたいなら自分の娘に頼めばいいのに、何かあったら娘に傷がつくかもしれないからと、そんなことはしない。両親のいないわたしを舐めてるだけなんだ。

　ここ数年でそれが嫌というほどわかった。利用されるのはもうたくさんだ。そんな身内はいらない。わたしはひとりで生きて行こう。

（さて、今日の作業は、と……）

　黒崎さんからのメールを読みつつ、作業量を頭の中で計算した。すべて終わっても余裕がありそうだ。

　今日は黒崎さんと青山さんは一緒に、打ち合わせのために外に出ている。学会があるとかで技術系の社員も出払っている。社内に、人がすごく少ない。

（今日、できそうだ。チャンス。やろう）

　こんな日が来るのを待っていた。すでに目星はつけてある。すべてを早く済ませたかったので、取り出したデータはすぐにでも渡すべく、康弘叔父さんにメールもした。

　午後三時頃までに今日やるべき仕事を終わらせてしまったわたしは、いよいよデータを盗み取る作業を開始した。それほどの手間はかからなかった。製品データではあるけれど、少し古いものになる。

　確認済みのパスワードで入り込む。取り出し、自分のパソコンに移して新しく見せるためデータの日付を書き換えるなどした。それをＵＳＢに移す。簡易的な方法だけど、本当に盗みたいわけじゃないし、形だけあればいいから、これでいい。

　そこまでしたとき。

「これ、預からせてもらうね」

　後ろからシュッと手が伸びてきて、手元のＵＳＢを奪われた。振り向くと、青山さんがいた。

（え、どうして……）

　全身が固まって動かなくなった。声も出ない。頭が真っ白になり、たぶんちょっと震えてしまった。

「どうしたの？　真っ青な顔してるよ。……話がある。ちょっとこっちに来て」

　促され、立ち上がった。現行犯だ。言い訳のしようがない。

（それにしてもなんで、わかったの。一体いつから、見ていたの）

　青山さんは会社のなかに個室を持っている。いわゆる社長室にあたる部屋だと思うのだけど、そこに案内された。ドアが閉まる。これで会話の内容は外に漏れない。

　目の前で、青山さんがさっきのＵＳＢの中身をパソコンでチェックしはじめた。

「何これ。間違えてるじゃん。早瀬さんの欲しい情報はたぶんこれじゃないよね。こんなの持って行ってどうするの？　間抜けだなぁ。まぁでもいちおう、アクセス権限のないここに入り込んでデータを弄って、持ち出ししようとしてたってことだよね」

　言い訳は一切できない。そうなんだ、わたしは立派な泥棒だ。

「ふーん。そっかぁ……」

　青山さんが顔を上げた。厳しい表情だった。

「まさか、こんな……。ありえないな」

　何か言わなければと焦り、

「あの、すみません、これには訳が……」

　言いかけて、結局言葉が詰まってしまった。目の奥がかぁっと熱くなってきたけれど、必死にこらえた。

　静まり返った室内。沈黙がかえって怖い。

　深いためいきをつきながら、青山さんが言った。

「訳、ね。『コンケントゥス』もずいぶん甘く見られたもんだ。黒崎から話を聞いたときは、まさかと思ったんだけど……。俺は早瀬さんを信じたかったんだ。なのに、こんな……。ガッカリだよ。本当に……」

　青山さんは、怒っているというよりは、なんだか悲しそうだった。

「黒崎が、派遣会社の動向が怪しいっていうんで、この間からこっそり調べてたんだ。そうしたらやたらと太い尻尾が見えてさ。こんなことがあるなんて、ってほんとびっくりしたよ。もしかしたら、俺が早瀬さんのことを好きになっちゃうこととかも、今思えば計算済みだったのかな？　そう考えたら意外と使えるスパイだったんだね。俺、バカだなぁ……」

（え？　今わたしのことを好きって言った？）

　こんなときなのに、うれしいことを聞いた気がしてしまう自分は相当なバカだと思う。でももちろん、それどころではなく。そうだったとしても、もう終わってしまったわけで。

「あの、そ、そんなことはないです。わたしこそ、青山さんのこと素敵だなって……『コンケントゥス』も、本当に居心地が良くて……でも……ごめんなさい。なんて言ったらいいのか、わたし……」

「嘘はもうたくさんだよ。だって、最初からそのつもりで入り込んできてたんだろ？　こんなやり方で裏切られたのは生まれて初めてだ。……でも、早めに気がついて良かった」

　ぼうっと窓の外に目をやっている青山さんに、恐る恐る尋ねた。

「ごめんなさい。でもあの……。いつから気がついていたんですか」

「ああそれは。なんかこの人嘘ついてるな、っていうのは実は最初からわかってたんだ。会った瞬間からね。でもその理由がわからなかったんだ。それがこのたびはっきりしたってことかな」

　青山さんは悲しそうだった。

「え……どうして」

（会った瞬間から？）

　わけがわからない。会った瞬間になんで、わたしが嘘をついているとわかったのだろう？

「それはね、俺が早瀬さんを見たのが初めてじゃなかったからだよ。いつか本当のことを言ってくれるんじゃないかと思って、何度かカマかけてみたけど言わなかったね。今思えば当然か。最初からこっちを騙すために来てるんじゃ、そんなこと言うわけないよな。

　俺がね、初めて早瀬さんを見たのは四年前。まだドイツの大学院生で『フォーゲル』の開発に参加してた頃。で、このあいだ会ったろ？　エリアス。あいつとは大学のときからの友人なんだけど、誘われてクラシックのコンサートによく行くようになってね。世界一と言われている『フォーゲル』のヘッドフォン制作に参加するようになって、早瀬さんも良く知ってると思うけど、ヨーロッパの空気とか、ホールの響きって独特だろ、勉強のためにも、俺はそこで生のいい音をたくさん耳にしたかったんだ。あのとき、ピアノコンクールを見に行ったのも、その一環だった」

「あ……」

　四年前のピアノコンクール。会場はドイツの歴史あるホール。わたしはそこで一位になった。

　若手の登竜門と言われている格式の高いコンクールで、これで未来が見えた、と思ったあの日……。

「日本人の同年代の女の子が優勝候補って聞いて、俺までなんだか誇らしくてさ。予選の演奏から聞かせてもらったよ。覚えてるよ、最初はバッハのフランス組曲だったよね。感動して、続きを聞きたいって思った。俺、ああいうコンクール見るのは初めてで、優勝者を決めるまであんなにいろんな曲を何度も弾くって知らなかったんだ。早瀬さんの演奏を何度も聞けると思ってうれしかった。それで、本選で一位になるまで、ずっと早瀬さんの演奏を追いかけて聞いていたんだ。

　……恥ずかしいけど、そのとき俺は早瀬さんのファンになったんだ。恋をした、って思った。あんな気持ちになったのは初めてだった。でも知り合いでもないし、完全な片思いだろ。舞台で輝くピアニストに、地味な大学院生なんか近づけるわけがない。録音ＯＫだったから、あのときの早瀬さんの演奏、二回目からはぜんぶ持ってるよ。それをずっと繰り返し聞いていた。ショパンもね。ショパンはピアノソナタ三番だったけど、コンクールでは一楽章を弾いてたよね。だからこの間四楽章が聞けて、俺、めちゃくちゃ胸がいっぱいだったよ。だってあれは初聞きだったから。

　でもさ。てっきり演奏家になると思っていた早瀬さんはいつのまにか消えていた。不思議だなあと思いながら日が過ぎて、俺も『フォーゲル』を離れて日本に帰って、『コンケントゥス』を作ったりとか忙しくしていてさ。そしたらある日いきなり目の前に、自分の中で伝説のピアニストだった早瀬さんが事務員として現れて──。めちゃくちゃ驚いた。だっていくら何でもそんなのありえないだろ。

　慌てて確認したら、なんか経歴もおかしくてさ。だってあのコンクールのとき、早瀬さん、モーツァルテウム大学の学生だったろ？　日本の大学の英文科なわけない。同姓同名で顔が同じでこんなことがあるのかって、すごく悩んだよ。

　まず第一にピアノはどうしたんだよ、って思った。ピアニストのはずが事務員っておかしいだろ。だから、もしかして手を怪我したのか、それとも体を悪くしたのか、とか想像したり。でもそんなことも無さそうで。だから何かを隠している、ってことはわかってたよ。でもまさかこんなことのためとはね。

　調査会社からの報告が来たのは一週間くらい前。早瀬さんがここに入り込んだ理由がだいたいわかった。ＨＳＢ製作所の創業者一族の人だったんだね。なるほど、おじいさんの家が立派なわけだ。あのベーゼンドルファーだって普通の一般家庭にあるようなものじゃないよな。

　俺、産業スパイとかそういう知識無くてさ、こんなこと気にしたこともなかったんだよ。でもおかげさまで勉強になったから、これからは気をつけることにする。

　ねえ、俺がこのことを知ってどんなに残念に思ったか想像できる？

　今日はわざと会社から人を少なくして、早瀬さんがどんな行動を起こすか観察してたんだよ。すぐに引っかかるなんて、スパイとしてはかなりダメというか、使えないね。しかも取るデータ、間違えてるし」

　青山さんの話を、ずっと黙って聞きながら、内心、めちゃくちゃびっくりしていた。

　だって。

　まさか青山さんがあのコンクールの観客だったなんて。

　そして、熱心にわたしの演奏を聞いてくれていただなんて──。

　こんな状況で聞いた話じゃなかったら、どんなにうれしいだろう。でも……。

（わたし、もしかして青山さんを深く傷つけてしまった？）

　青山さんはずっと苦しい表情を浮かべたままだ。自分のしたことで誰かをこんなに悲しませてしまったなんて、生まれて初めてのことだ。

（こんなつもりじゃなかったのに）

　自分の間抜けさ、愚かさが身に染みた。ダメな偶然が重なってこんなことになってしまった。そのことが悔しくて悲しくて、わたしの胸の中もぐちゃぐちゃだった。こうならないうちに、上手く消えたかったのに……。

「本当にごめんなさい。申し訳ありませんでした。お詫びします。なんでもします」

　そんな言葉が、思わず口から飛び出した。

「お詫びってなんだよ。どうやってお詫びしてくれるの？」

　青山さんがきつい感じで言う。

「何でも……青山さんが望むことをします」

　必死に言うと、

「何でも、って。ふーん、じゃあ体で償う？　俺の気持ちを弄んだ代償として。そうだなぁ、裸でピアノ弾いてもらうとか」

　青山さんが吐き捨てるように言う。

「は、はい、がんばります。それ、やります」

　夢中なままわたしは言った。青山さんは目を丸くした。

「は？　がんばりますって、早瀬さん、自分が何を言ってるかわかってる？　俺は体で償ってって言ったんだよ？」

　わたしは重ねて言った。

「やります。だって、こんなに傷つけてしまったから。何もかもわたしが悪いんです。青山さんがわたしの演奏をたくさん聞いてくださっていたこと、本当にうれしいです。だから、どうにかしてお詫びしたいんです。わたしにできることならなんでもしたいんです。青山さんの言う通りにします」

「あのさ、冗談に決まっているだろ？」

「冗談にしないでください。本当になんでもやりたいんです」

「どうして、そんなこと。……意外と、大胆なんだね。ん？　もしかしたら、慣れてる？　……だったら、そうしてもらおうかな」

　わたしも混乱していたけど、青山さんも自分で何を言ってるのかよくわかっていなかったのかもしれない。とにかく、それで話は決まった。







六・お詫び








「早瀬さんの家は、ダメなの？」

「叔父に連絡してしまったので、今日わたしがデータを持ってくると思っているはずです。わたしが行かないと、家まで取りに来る可能性があります。だから家はやめたほうがいいと思います。今夜はホテルの方が無難です」

　わたしはこうと決めたら一目散というか、はっきりしているところがある。今は、青山さんにお詫びをしたい一心で、いろんな感覚がふっとんでいた。

　あれから二人で会社を出て、今は渋谷駅の中のセルフ式カフェにいる。で、わたしたちがやっていることは『裸でピアノが弾けるところ』の相談である。傍からみたらものすごく変かもしれない。

「だって、ホテルにピアノなんかある？」

「豪華なホテルだと意外とありますよ。でも、うーん、けっこうお金かかるかもです。あ、でもそんなのはわたしが出します」

　ラグジュアリーホテルのスウィートルームには、グランドピアノを置いているところがたまにあるのだ。もちろん、弾いていい。調律だってちゃんとしてある。

　わたしは家賃もかからず生活しているし、普段は無駄遣いもしないので、いざとなれば自由にできるお金はそこそこ持っている。ラグジュアリーホテルのスウィートともなれば三、四十万円くらいは普通だけど、それくらいならなんとかできると思う。

「ホテル代なんか俺が出すよ」

「でも、けっこう高いですよ？」

「お嬢様にそう言われるとなんか腹立つな。いちおう俺だって社長なんです。そんくらい別にどうってことないし、払うから」

　ホテル代なんかで揉めている場合ではないような気がしたけれど、青山さんがちょっと膨れた感じなのが可愛かった。

（可愛い、なんて失礼かなぁ、年上なのに）

　青山さんの今日の服は黒のパンツにネイビーのジャケット、インナーはシンプルな柄が少し入った白いＴシャツ。わたしは昔オーストリアで買ったブルーグレーのＡラインワンピース。お互いカジュアルだけど、ラグジュアリーホテルに入り口で断られるというほどではなさそう。

　わたしがいくつか候補を上げて、青山さんが電話してホテルを予約してくれた。平日だからか、部屋は埋まっていなかったらしい。場所も意外と近い。

（あ、でも……）

　内心、ロッテのことが心配になった。青山さんに話すつもりはないが、今回データの持ち出しに失敗した以上、わたしはどっちにしろこの先康弘叔父さんに合わせる顔がない。もちろんそんなもの無くなっていいんだけど、っていうことは、あの家にはもう戻れない気がする。

　あの家にあるわたし個人の荷物なんて楽譜と服と化粧品くらいなものだ。その楽譜だって今はタブレットにほとんど入れてしまっているから、別に本体のほうはあの家に置いてきたっていい。

　でも、ロッテはそんなわけにいかない。必ず連れ出さなければならない。

「あの……ホテルに行く前に、ロッテを連れてきたいんです。あの家に置いておくのは、心配なので」

「ん？　ひと晩くらい、お留守番はできないの？」

　できないことはないけれど、青山さんにはそうじゃないと思わせた方がいいと思い、

「できないんです。ロッテは、わたしがいないと暴れてしまうの」

「そっか、じゃあ迎えにいかなきゃね」

　行くなら早めに、今がいい。康弘叔父さんに異変を悟られないうちに。

「じゃ、わたし行ってきますね」

「いいよ。一緒に行くよ」

　そんなわけで、わたしと青山さんはいったん世田谷に移動することにした。電車の中でメールを確認すると、やはり康弘叔父さんから連絡がきていた。

『今日こちらに来るとのことなので待っています。何時頃になりますか』

『ちょっとまだわかりませんが、いつも通り十九時頃にはなるかと思います』

　今十七時くらいだから、あまり待たせる感じになると、逆に疑われそうな気がする。いつも退社後に向かうとそれくらいなので、合わせた。

『了解しました』

（うん。二時間は稼げるな）

　家に到着すると、青山さんに下で待っていてもらい、スーツケースを取り出して貴重品と楽譜が入ったタブレット、そして下着や洋服やいつもの薬や化粧品などの身の回り品を詰め込み、ロッテを外に連れて行くときのための小さめのケージに入れて、ロッテのごはんやおもちゃもスーツケースに押し込んだ。

（これでしばらくは大丈夫でしょ。服なんか、足りなくなったら買えばいいし）

　もうここには用は無い、さよならだ。

　スーツケースとロッテのケージを玄関の外に運び出した。

　青山さんが手回しよくタクシーを呼んでいて、荷物を詰め込むとロッテのケージを抱いて乗り込んだ。

「なんか荷物、多くない？」

「あ、ロッテのものが多いんです、あと、着替えとか」

　適当にごまかした。




　よく『ペットと泊まれるホテル』なんて特集がある。ペットを連れて旅行をするのは基本的に難しい。ペット可の賃貸アパートが少ないように、ペット可の宿も少ないからだ。

　でも実は一番簡単なのは、ラグジュアリーホテルに泊まることなのだ。

　ラグジュアリーホテルはビジネスホテルと違って、基本的には遊びにいくところ、楽しみにいくところだ。そういうところに、自分の家族であるペットを連れて行きたいという人は多い。そんな要望にちゃんと応じてくれるどころか、ペット専用の高級フードやケーキ、ベッドまで用意してくれ、至れり尽くせりなところも別に珍しくない。

　ロッテも、当然のように引き受けてもらえた。大き目のケージが部屋に用意され、わたしはまず最初にロッテを小さなゲージからそこに移した。

「窮屈な思いをさせてごめんね、ロッテ。広くなって良かったね」

「ヘーキ。ダイジョブ。アリガト」

「本当にすごいね、ロッテは。こんなにちゃんとおしゃべりするんだもんなぁ」

　青山さんは感心していた。

「だから、ロッテは天才なんですよ」

「それにしても、すごいよ」

　それはそうかもしれない。わたしもそう思う。

「バカ。バカバカ。ジジイ」

　唐突にロッテが言った。青山さんのほうを向いている。

「えっ。俺……？　俺ってバカでジジイなの……？　バカはともなく、まだ二十八なのにジジイだけは勘弁してくれよ」

　ロッテはオーストリア時代から、わたしがいればそれでいいと思っているヨウムなのだ。

　そんなロッテが青山さんをどう思っているのか。なんとなく想像はつくけど、あまり考えないことにしよう。

「ロッテ、青山さんはジジイじゃないよ、お兄さんだよ」

　いちおう伝えてみたけれど、ロッテはフン、という感じでそっぽを向いてしまった。

（でも、どうしよう……）

　とりあえず今夜はいいけれど、明日からのことを考えると憂鬱になる。ロッテのことを考えれば、日本ではあの家に住むのが一番良かったのに……。それなのに、出てきてしまった。先のことも考えず。

（『コンケントゥス』での仕事がダメになった以上、出てくるしかなかったから仕方ないけど……）

　どちらにしても、いつかはこうなってしまったと思う。

「スウィートルームは広いな、やっぱり。ここのピアノはスタインウェイなんだね」

　青山さんが周囲を見回しながら言った。

　ピアノは部屋の飾りにもなるようにという配慮からか、いわゆるコンサート用ではなく、家具調の品のいいデザインだった。音はいまいちかもしれないけれど、ホテルの室内にあるのだからこんなものだろう。

　さらっと鳴らしてみると、調律はだいたい合っていた。

（ふうん、これくらいか……）

　そもそもピアノの調律なんて合わせたそばからピッチが下がっていくのだから、贅沢を言ってもしょうがない。

　部屋の装飾は、モダンクラシックスタイル、という感じ。

　メインルームは、ブラウンの木壁に、床は明るめの色合いのフローリング。ちょっと幾何学模様が入っている。クラシックスタイルのソファや椅子、コンソールテーブルでピアノを囲んだサロン風になっている。

　こういう部屋は人が集まるためにも使われるので当然広い。二人だけだと、なんだか本当に無駄に広い。

　十七階で、窓の外の景色がとても良かった。これから深夜にかけて、きっと都会の夜景がますます煌びやかになっていくんだろう。

（すごいことになっちゃったなぁ）

　今更ながらそう思った。こうなったことに関しては仕方ないと思うけど、もっと普通に、こんな形じゃなく、青山さんに会えていたら──。考えても仕方ないけど。

「じゃ、さっそく脱ぎますね」

「ん？」

　窓の近くに立って外を眺めていた青山さんが驚いてこっちを見た。わたしはというと、ピアノの側のソファの上に脱いだ服をどんどん放り投げていた。

　被るタイプのワンピースを脱ぐのは簡単だ。おまけにわたしときたら全く色気のないことに下着はブラトップだったから、これも脱ぐのは一瞬。

「ええっ、ちょっと待ってよ」

　青山さんが慌てているのがおかしかった。

（うーん。恥ずかしいといえば、そうなんだろうけど。なんだか感じない。脱ぐって決めてきたんだから、とりあえず脱いじゃえ！）

　いろんなことが一度に起こりすぎたせいで、そういう感覚が少し壊れているような気もする。頭のどこかに霞でもかかっているみたい。

　でもブラトップを脱いでしまえば乳房が露わになるわけで──。青山さんの視線をそこに感じた瞬間、なぜかいきなり恥ずかしくなった。

（あっ。まずい……）

　こういうのって、きっと我に返ってはいけないのだ。わたしは棒立ちになって、両腕で胸を隠してしまった。

（わたし、何やってるの？）

　下半身は、まだペチコートもストッキングも、なんならパンプスも履いたままだ。

「ちょ、ちょっと早瀬さん、落ち着いて」

　青山さんが近づいてきたと思ったら、いきなり抱きしめられた。

「なんなんだよ、どうしてそう、やることが唐突なんだよ」

「え？」

「芸術家ってそういう感じなの？　俺、こういう人初めてだよ」

　そんなの、わからない。芸術は別に関係ないと思うけど。

「だって、裸でピアノ弾くって言ったでしょ。そういう約束でここに来たんだから、脱いでるんです」

「頼む、ちょっと待って、あのさ、そういうことじゃないんだよ」

　ぎゅっと抱きしめられて、逃げられない。そんな風にされていたら、だんだんぼうっとしてきた。

　だって青山さんに抱きしめられているのだもの。上半身裸で。こんなの平気でいられるわけがない。

（ん？　なんなの……この感じ）

　胸の奥に、そのずっと奥に。ぎゅっと掴まれたような感覚が降りてゆく。じわじわと、揺さぶりをかけてくる。

（息が、上がってくる……）

　青山さんの手が、わたしの背中をゆっくりと撫でる。けして嫌な感覚ではないのに、ぞわぞわと、どこか心地よい鳥肌が立ってくる。

「やばい……」

　背の高い青山さんの声は、わたしの耳の上から聞こえる。少し柔らかくて、とても好きな声だ。

「こういうつもりじゃなかった。だっていきなり、こんな……。でも……ダメだよ、俺も男だから。いきなり脱いだりされちゃうと……」

　言葉がどこかため息交じりな感じ。抱きしめられたままそっと顔を上げると、自然に見つめ合う形になった。

「可愛いよ。すごく可愛い。早瀬さん……。ずっと憧れの人だったのに、中身までこんなに可愛いなんて反則だよ」

「青山さんだってこんなにカッコいいの反則です」

「けっこう、口が上手いんだな。すぐに騙されちゃうじゃん、俺……」

「騙してなんかいません。あの……」

　必死に、言葉を探した。この気持ちを、どう伝えればいいのか。このまま進んでしまう前に……。でも、言い訳はできない。やったことは事実なんだから……。

　わたしは顔を上げた。

「わたし、『コンケントゥス』でのお仕事は、本当に楽しかったです。青山さんと話すのも、好きでした。カッコいい青山さんに、たくさんドキドキしてしまいました。それは全部、本当のことなんです。だから……」

　青山さんがわたしを見つめている。

「だから？」

　このまま進んで、誤解されたままは嫌だった。上手く話せていないけれど、でも少しは伝わった気がした。青山さんを本当に、素敵だと思ったこと……。

「だから……。えっと、下の名前で、玲奈って呼んでください。でないと、なんだか……。アメリカでもオーストリアでもずっと名前で呼ばれてたし、本当はわたし、苗字で呼ばれると落ち着かなくて。おまけに、こんな風にしてるのに……」

　抱き合っているのだから、今だけは、恋人みたいにしていたい。そう思った。

「わかった。実は俺もそうなんだよ。琉斗って呼んで。あと、敬語はやめよ」

「琉斗……名前もカッコいいね。楽器の名前だね。リュート。素敵な音の……」

　つぶやくように言った途端、キスされた。このあいだのとは違う、強めの……たぶん大人のキス。

　何もかも初めてなので、わからないまま受け止めた。唇の隙間から、ぬるりと入り込んできた舌も……。でもどうやらそれでいいみたい。青山さんの──もとい、琉斗のキスは、どんどん深くなっていく。そして……唇も、背中に回された腕や手のひらも、どんどん熱さを増していく気がした。

　わたしの顔も、すごく熱い。この間と違って、お酒なんか一滴も飲んでいないのに。

　映画などでしか見たことのない、いわゆるディープキスを自分がしている、ということ……しかも、上半身裸で抱きしめられながら。

　琉斗の唇が離れて、わたしは少し喘いだ。

「あっちの部屋、行こうか。ベッドがあるから」

「え……あ……はい」

　返事をすると、そのまま抱き上げられ、運ばれた。

　広いメインルームを抜けると、別のドアがあって、そこが寝室だった。

　キングサイズのベッドが二つあり、すごく広かった。

　窓際のベッドに、琉斗はわたしを下した。

「可愛いよ、玲奈……」

「あっ、靴」

　パンプスをまだ履いたままだった。すると、琉斗がわたしの足元に行き、丁寧に脱がせてくれた。

　そしてそのまま、仰向けのわたしの上に覆いかぶさり、再びキスをしてきた。

（ダメ。これ、何も考えられなくなる……）

　こういうことがどういう順番に進むのか、わたしは知らない。そもそも恋人がいたこともないのに、ちゃんとしたキスも初めてなのに、いきなりこうなってしまった。

（わたし、大丈夫なのかな？）

　たぶん大丈夫じゃない。

　キスをしてからいきなり抱き上げられて寝室に運ばれちゃって……。このことが意味することって、要するに、

「か、体で償うって、こういうことなんですね……」

　唇が離れた瞬間、そんな言葉が口から出てきた。

「ん？」

「あのっ、ごめんなさいわたし、慣れてなくて、初めてだから、なんだかびっくりしちちゃってて」

「え。ええ？」

　青山さんは目を丸くしたあと、隣にごろんとすべり落ちるように寝転んで、しばし天井を眺めていた。

「あのさ、玲奈は、オーストリアにいたんだよね」

「いました」

「だったら。でも、えっと……。初めてっていうのは、どのへんから？」

「うーん。どのへんっていうか、恋人がいたこととかないので、最初からです。男性と二人きりになるのも珍しいくらいです」

「ってことは、彼氏いたことないの？　経験ゼロ？」

　青山さんは呆然としている。言葉が出てこない、という感じ。

「……あの、でも、なんか誤解されそうなので言いますけど、わたしが青山さんのこと素敵だなって思ったのは、本当なんです。だから今、ぜんぜん嫌じゃないんです。でもなんか単純にびっくりしちゃって」

「びっくりしてるのはこっちのほうだよ。っていうより、ずーっとびっくりしっぱなしなんだけど。俺、今、芸術家との間に立ちはだかる大きな壁を感じてる……。あのさ、オーストリアで友達とクラブとかいかなかった？」

「わたし、友達いなかったんで……」

「あ、ごめん……」

　青山さんが言いたいことはだいたい伝わってる。わたしは大学の寮にいたけど、あっちでは夜に友達とクラブとかにいって彼氏を見つけるのがわりと普通なのだ。別に派手な人じゃなくてもみんな行く。そうじゃないと恋人ができにくいのである。

　クラシック音楽をやってるとかはぜんぜん関係ない。彼氏が欲しければ行く。

　出会いがそんなんだからなのか、セックスしてもちゃんとした恋人になるまではけっこういろいろあるようだ。

　わたしは部外者だったけど、あっちのテレビドラマを語学の勉強かねてよく見ていたのでそのへんの事情はなんとなくわかるのだ。

　ドラマでは『クラブで会ってセックスしちゃったけど、彼の気持ちがわからない』みたいなことをよく言っていた。ヨーロッパの女子はクラブで会った人とすぐセックスするくらいだから男女関係にあっさりしているのかというとそうでもなく、実際のところはけっこううじうじしたりしているのである。

　で、だいたいの場合そういうところに一人で行く人はいない。友達と行く。なのでわたしは全く行ったことがないのだ。

　わたしと同じ部屋だったベルギーからの留学生だった先輩は、いつもロッテをわたしに押し付けては遊びにいっていた。彼女は声楽学科だったけど、大学を卒業したらいったんベルギーに帰って今度はイタリアに行くから、あなたにロッテをまかせると言っていなくなってしまったのだ。面白い人だったけど、

（何してんのかなぁ、今頃）

　そのうちどこかのステージで会ったりするのかもしれない。

「つまんない生活してたんです。日本に来てからのほうがある意味よっぽど波乱万丈です」

「そっか。だいたいわかった。いきなり脱ぎだしたり、やることに突拍子がないのも、要するにそういうことか……」

　琉斗はため息をついていた。

「あの……だからさっきの続き……しません？」

「したいの？」

「はい」

「今度は、おねだり？　あーやっぱり、よくわかんない。俺、どうしたらいいわけ……？」

　そう言いながらも、琉斗がわたしを見下ろすように半身を起こした。じっと見つめられると、それだけで下腹部が少し熱くなってくる。

（変な感じ……）

「……俺も、脱ご」

　琉斗はＴシャツを脱ぎベッドの下に放り捨てた。

（すごい。めちゃめちゃカッコいい身体だ。毛深くないっていいな）

　欧米では夏になると上半身裸の毛深い男子を見かけることが多かったから、アジア人らしい清潔感のある引き締まった体はすごく魅力的だった。

　そのままぎゅうっと抱きしめられた。素肌が触れ合う。まるで吸い付いてしまうみたい──。うっとりしながら琉斗の背中に手を回すと、わたしの丸い胸がペタンと琉斗の胸板に押しつぶされた。

（好き……）

　素肌が触れ合うだけでこんなに安心して、幸せな気分になれるって知らなかった。変な感想かもしれないけど、やっぱりこれじゃドイツの女の子たちも『クラブで会ってワンナイトしたけど、彼の気持ちがわからない』とドラマの中で嘆くはずだ。この感情をくだらないというやつは、素肌が触れ合うすごさを知らないのだ。

（わたしも、知らなかった……）

「やばい、興奮する」

　琉斗が耳元で囁き、そのまま耳たぶを唇で挟んでペロリと舐めた。

「んっ、あ、あぁ……」

　経験もないのに、自然に甘い声が喉から漏れてしまう。塞ぐようにキスされ、閉じ気味のわたしの口を開かせるために、顎を軽く指で下げられた。強制的に開いてしまった口中に、琉斗の舌が半ば強引に入り込んでくる。

「んぅっ……う、う……んっ……」

　わたしの中を強引に味見されてる感じ。気持ちよくて真っ白になりそう。でも、あっというまにいろんな場所をこじあけられてしまいそうで、少し怖い……。

「胸、想像より大きかったんだね……おまけにすごくきれいで」

　唇が離れたと思ったら、左胸を手のひらで包むみたいにされた。痛くはないけど、急所を掴まれた感じで体の奥がぎゅっとする。その感覚がなぜか甘い。

「あ……」

「ん？　やば。立ってるじゃん、乳首」

　指先でさらっと撫でられただけで、体がびくんと震え、腰が浮いた。

（どうしよう。すっごく気持ちいい）

「こんなにきれいで、しかも、敏感なんだ。うーん、俺ほんとヤバいかも」

　琉斗が胸に舌を這わせる。周囲を舐め回されると、ここにあるんだけど、と言わんばかりに屹立した乳首がさらにジンジンと凝り固まってくる感じがする。

「あ、あぁぁん」

　琉斗は焦らすみたいに乳輪を丁寧に舐めている。なかなか中心に来ない。

（あ、な、なんか、出てる、絶対出てる）

　わたしはまだペチコートもストッキングもショーツも身に着けたままなのに、下腹の奥で熱くなりどろどろに溶け始めた何かがしだいに降りてきて、ショーツまで染みているのだった。

（さっき、脱いでおけばよかった）

　そう思っていたら琉斗の手がペチコートに伸びて脱がされ、ストッキングも脱がされた。その状態でわたしは両脚を広げられて……琉斗を両脚で挟んでいるような状態。

「あっ、んぁぁっ……」

　一瞬胸から離れていた琉斗の唇がもう一度戻ってきた。

「ほんと、大きいな」

　下乳から片手で持ち上げるようにされて、再び舐め回される。ぎちぎちに勃ってしまっている乳首の先端を避けるみたいに、乳輪の皺を丁寧になぞる感じで。

「んっ…は、はぁ、あ……」

　いくら我慢しても体の奥からじわじわとした快感がこみあげてくる。こんなことは初めてで、どうしたらいいかわからない。夢中で喘いでいると、先端に吸い付かれた。

「あ、あぁぁぁっ」

　どぷっ……

　身体の奥から何かが流れ出たとわかる。堪らず、のけぞって足をバタつかせてしまった。

　びりっとした電流みたいな快感が体の奥まで一瞬で抜ける。そしてその通り道がずっとじわじわと熱い。

「ああんっ、あ、あ、もっとぉ……」

「どうしてそう可愛い声出すかなぁ……」

　ゆっくりと両方の乳首を舐りながら、琉斗が囁く。

「あ、あ……」

　意識が快楽へと引っ張り込まれる感じ。何度も沈みそうになりながら、何度も水面に上がるような。

　琉斗の手が太腿の内側に伸び、数回撫で、これまで誰にも触れられたことのない部分にも指先が伸びてきた。

「うわ、びしょびしょになってる。ぐっしょり濡れてるよ」

「だって……」

　こんなの恥ずかしい。でも、自分ではどうしようもない。

　つーっと、ショーツの上から割れ目の部分をなぞられた。一番敏感な箇所に一瞬当たり、それだけでビクビクっと体が震える。

「ふ、あ、あぁ……」

「溢れてきてるね。すごい……」

　琉斗の指の動きが止まった。

「や……琉斗ぉ……もっと撫でて……」

「ん……」

　ショーツの上から繰り返し撫でられていると、どんどん奥の方まで熱くなっていくのがわかる。わたしは知らず知らずのうちに、琉斗の指先に腰を上げて押し付けていた。

（だって気持ちいいんだもん。我慢できないよ）

「ねえ、脱がせて、直接触ってよ」

　恥ずかしかったけど、思わず言ってしまった。

「それはやばいよ。俺も我慢できなくなるよ」

「なんで我慢するの？」

「だって初めてなんだろ？　もうちょっと時間をかけて……。やるとしても今日じゃなくていいと思う」

「だってわたしをこんな風にしたの、琉斗だよ」

　わたしは琉斗の首に腕を回してぎゅっと抱きついた。琉斗もぎゅっと抱きしめ返してくれた。

「いいの？　ほんとに。……初めてなのに」

「うん」

　頷いた。

　確かに初めてだけど、「初めて」はどうせいつか訪れるものだ。それに、正直に言えば。

　素敵だと思った人ととこういう風になって、しかもそれがめちゃくちゃ気持ちよくて。だったらこのまま、わたしは「初めて」を迎えてしまいたい。このままこの感覚に没頭して、溶けてしまいたい。

（今この瞬間に生きているんだから。今気持ちいいことをしたほうがいいよね）

　データを持ち出す前に見つかって良かったのかも。だって、ほんのわずかでも、『コンケントゥス』に損害を与えるのは嫌だもの。康弘叔父さんとも、今じゃなくてもいつかこんな風になってしまったと思う。そして琉斗には、わたしの初めての人になってもらえばいい。もう二度と、会えなくても……。

「お願い。して……」

　小さく言うと、キスされた。少し慣れてきて、舌を絡ませることもできるようになってきた。さっきよりも琉斗の手指が力強くなった気がする。

「じゃ、抱く……」

　ショーツはすぐに脱がされた。ぐしょぐしょに濡れたソコに琉斗の指先が触れる。

「いっぱい出てたんだね、すごいよ、溢れてる」

「そうなの？」

　琉斗は女の人をたぶんたくさん知っているから、色んな人とわたしを比べているのかもしれない。

（わたし、いっぱい濡れるほうなのかな？）

　琉斗が花びらを広げて内側に指を一本差し入れる。蜜壺からぬぷ、ぐちゅ、と水音がする。たぶん、わたしのねっとりとした蜜が琉斗の指先に絡みついてる。

「あっ……」

　そのうちに指が二本に増え──あふれ出る蜜で一番敏感な花芯を濡らし、優しく刺激しつつ……さらに琉斗の指が蜜壺を出たり入ったり、抽挿を繰り返した。

「んぁっ、あ、あぁぁぁ」

　花芯を刺激されると、我慢しようとしても声が出て、体が痙攣してしまう。軽い絶頂に達するたび、どぷんと蜜があふれ出るので、蜜壺の中を動き回る指に痛みを感じることもなかった。

（なんか変な感じだけど……なんだろう……体の中にも気持ちいい部分って、あったんだ……）

　指が入っているので異物感は感じるけれど、それよりも、中が良くなっていくスピードのほうが少し早い感じ。

（変だけど……気持ちいい……気持ちいいけど……変な感じ……）

　蜜壺に指を入れられたことなどないし、中に入れたことのあるものは、せいぜいタンポンくらいで……。

　内側をこんな風に撫でたり探られたりすることが、気持ちいいなんて全然知らなかった。

「ぐっしょりだけど、さすがに狭いな。処女だから当たり前か。もう少し広がるといいけど。いっぱい濡れないと痛いから、もっともっと気持ちよくしてあげる」

　琉斗がそんな風に言った。

（もっと気持ちいいって、そんなのあるのかな）

　わたしにしてみれば、もう十分気持ちよくて、ずっとそれが続いている感じ。そう思っていたら、琉斗の頭がわたしの下半身のほうへと降りていき、指とは違う生温かい何かが蜜口を這うのを感じた。

「あ、ああっ……。だめぇ、そんなとこ、汚い……」

　琉斗がわたしのアソコに顔をうずめている。気持ちよさと恥ずかしさが同時に頭の方まで突き抜けるようだった。

「汚くなんかないよ。甘くておいしいよ」

「そんなこと……」

　息が吹きかけられるたび、舌が這いまわるたび、唇が動くたびに、敏感な花芯に細かい震えと快感が同時に走る。頭の後ろが重くなり、息があがってきた。

「あ、あ、あぁぁ……はうっ、あ、うぅっ……」

　思わず頭を横に振ってしまう。気持ちいい。どんどん気持ちよくなってしまうのが怖いくらいに。

　奥からはどっと蜜が溢れ出して、お尻のあたりまで垂れているのを感じる。そんな恥ずかしいところを琉斗にさらけだし、舐められているという事実……。

　指も差し込まれた。二本の指で中を弄られ、花芯の周囲が舌で刺激される。噴き出しそうな快楽で、我を忘れそうになった。じわじわと攻め込まれるような感覚……そして花芯をこれでもかと舐られて……。

「ふぁ、ああ、ん、あ、あ、ああーっ」

　どぷっ、とかなり多くの蜜が吐き出された。

　達しているのに、さらに愛撫が続く。唇が蜜壺に埋まったかと思うと、尖った舌で内側の壁を擦られた。わたしは泣き声をあげながら仰け反り、見悶えた。

「やぁっ、あ、あ、あ、ん……もう、許して」

「……それはもう、無理かなぁ」

　琉斗の声がするけど、わたしは波にのまれたような状態で──。意識が消えたのはたぶん一瞬なのだけど、ふと気がついたら琉斗が避妊具をつけていた。

「そろそろ、良さそうだ。これでも痛い可能性はあるけど」

　両脚を押し開かれる。

（えっ……）

　とうとう挿入されるのだと気がつき、緊張した。蜜壺はすっかり蕩けているけど、猛っているそれはとても大きく、

（こんなもの入るのかな？　まさか、裂けたりする？）

　不安になってしまった。

　熱い切っ先を押し当てられると、ぐしょぐしょになっているおかげで入り口まではスムーズに入った。

「あのさ」

「……はい」

「たぶん、一気にいったほうがいいんだ。これまでの経験だと」

「……そうなんですね」

「任せてくれる？」

「はい」

　頷くと、押し込まれた。

「あ、あああ」

　指とは全く違う太いものが膣壁をぐいぐいと押し広げ奥まで入ってくる。

「力抜いて」

　そう言われても、どうしても入ってしまう。

「い、痛ぁ！　ああ、いやっ、痛いっ」

　目の中がかぁっと赤くなった。息もできないくらい痛い。

　キスされた。そのキスはとても優しかったけど、さらに押し込まれ、わたしは悲鳴をあげた。

「痛い！　助けて……」

「深呼吸して」

　頭を撫でられながら、必死に何度も深呼吸した。今、わたしの最奥に琉斗が入ってきていて、完全に結合したのだ──とわかった。

　身体の中にある熱い塊を、わたしがぴたりと包んでいる。

（わたし、袋だったのかな？　それとも、空洞？）

　初めての感覚に、まるであぶくのように頭に浮かぶ何かがするすると抜け落ちていく。

（……そんなに、痛くないみたい）

　まるで琉斗を歓迎するかのように、じわじわと蜜が膣壁から染み出ている気がした。琉斗の熱い先端がわたしの最奥に触れていて、その感覚はただ気持ちいというよりは、なんだかとても幸せな感じさえした。

「大丈夫？」

　頷くと、琉斗がゆっくり動き出した。次第に体が慣れていく。琉斗から与えられるキスや愛撫を受け入れながら、静かに自分を失っていく。

（あ……なんだろ……中の気持ちいいところが……）

　指で触られて、なんだか変な感じがしたところや、もう少し奥の別の場所も……。刺激されるたびにぐじゅっと音をたて蜜があふれるような快感に変わっていく。

　喘いでいると乳首を唇で愛撫されて、気持ちよさでお腹の奥がぎゅっと縮んだ感じがした。

「こら。締めちゃだめだよ。俺がどんどん我慢できなくなっちゃうだろ」

「そう……なの？　よくわかんない……。体が勝手に……」

　計算してやっていることじゃないから、抑えようもない。

　わたしが慣れていくにつれて、琉斗の動きも早くなっていく。

「あ、あぁっ、なんか、変になっちゃう、あ、あ、あぁん……」

　琉斗の背中に手を回し、縋りつく。

「すごいな。中がうねって俺に絡みついてる。ねえ、本当に意識してないの？」

　そんなのわからない。今わかるのは、奥まで入れられて腰ごと揺すられると、花芯が同時に刺激されて気持ちいいんだ……ということくらい。

「あ、あ、あ」

　短い呼吸をしながら上り詰めていく。頭をのけぞらせながら深くつながり、腰を押し付けた。

「ごめんそろそろ、出る。俺、いきそうだ」

　琉斗の声もどこか切羽詰まっていた。体はどんどん高まり、絶頂へと向かっている。何度も奥を打たれ、そして──。

「ああぁぁぁぁ」

「……くっ」

　琉斗がわたしの最奥に熱を放ったのがわかった。すべてを出し切るように、切なげな声が漏れる。男の人のそんな姿を見ることももちろん初めてだ。

　そしてその温かみがわたしの中に広がり……わたしはぐったりと目を閉じた。




　眠っていたのはどれくらいの時間なんだろう？

　わたしはあの行為にどれくらいの時間がかかったのかがわからない。いつのまにかなだれ込んで、今は……。

　でも、時計を見たら、意外と思ったほどじゃなかった。二十三時くらい。ロッテを見に行くと、しっかり眠っていた。さすがのロッテも鳥とは全く違う人間の性行為についてはわからないだろうし、わたしたちのことは気にせず眠っていたようだ。良かった。

（もっと深夜かと思った）

　身体を起こし、トイレに行って軽くシャワーを浴びて、バスローブを着た。そんなことをしていたら琉斗も目を覚ましたらしく、起きてきた。

「夜景、きれいだね」

　東京の夜景も捨てたものじゃないなと思った。少し滲んで、うっとりするくらいにきれい。

（東京の夜景は、誰かのお仕事で出来ているっていうけど……）

　わたしたちが今いるこの部屋だって、夜景の一部なんだろう。お仕事の人、ホテルで楽しんでいる人、帰宅してご飯を食べている人。それがそこかしこでキラキラしている。

「俺、腹減った……」

　琉斗がつぶやいた。言われてみるとわたしもそうだ。だって今日は晩ごはんを食べていないから。

　わたしたちはルームサービスの注文票を見て、シャンパンとパスタ、付け合わせに生ハムとサラダを頼んだ。少し時間がかかりそうだったので、

「じゃ、演奏会しますか」

　わたしは明るく言った。弾きたい曲が浮かんでいたのだ。

「え、ほんとに。うれしいけど……大丈夫？」

「だって、このためにピアノつきの部屋にしたんでしょ」

　わたしはどっかに転がしてしまったパンプスを探して履いた。このほうがペダルを踏みやすいのだ。

　裸じゃないけど、裸にバスローブだから似たようなものだろう。足元だけパンプス。

　ピアノの蓋をめいっぱい開き、譜面台を外す。琉斗がソファに腰かけ、たったひとりのためのサロンコンサートを始める準備ができた。

　曲はラヴェルの『ラ・ヴァルス』。弾き始めると、いつも通り、周囲からいろんなものが抜け落ちていった。自分がどこにいるのかわからなくなるほど。

『ラ・ヴァルス』というのは不思議な曲だ。聞くだけでわかるが、弾いてみるともっとわかる。わたしは最初に向き合ったとき、ラヴェルが何を考えてこれを作ったのか全くわからなかった。巷で語られる解釈にも、なんだか納得いかなかった。

　ラヴェルはウィンナ・ワルツへのオマージュとしてこの曲を作ったと言われている。確かにウィンナ・ワルツらしい美しくロマンチックで、それでいてとても切ないメロディーが何度も立ち現れるのだけど、それはきっと本当の主題ではない、と思ったのだ。

　なぜならこの曲はとても不穏だから。不穏な今から、美しい過去を眺める。もう二度と戻れない美しい世界。でも、その世界もたぶんどこか狂っていて。

（普通とか、当たり前なんて、どこにもないってことかな？）

　華やかな主題を繰り返しながら、わたしはいつのまにか笑っていた。夢中になるといつもそうだ。

（どこにいても不穏は変わらないね）

　だったらやっぱり、自分らしくいられるところがいい。

　最後の音を鳴らし終えると、ちょうど食事が運ばれてきた。




　ホテルのボーイに話をつけておくことは重要だ。ロッテのことがあるので。

（良かった。気づかれなかった）

　明け方、琉斗が眠っている間にわたしはホテルを出た。もちろんロッテも連れて。

　あれから、シャンパンのほとんどとワインを一本開けた琉斗はかなり酔っていたので目を覚まさなかった。

　わたしはというと、シャンパンは口をつけた程度で、あとは琉斗が飲むように仕向けていた。だって、気持ちよくぐっすり眠っていて欲しかったから。

　申し訳ないけど、結局ホテル代は半額だけ置いてきた。それでもすごい額だけど、これから先のことを考えると不安だったので仕方なく割り勘にさせてもらったのだ。

　ホテルのボーイに手伝ってもらいロッテを先に出してもらって、それからわたしが部屋を出た。ロッテが大きな声で鳴いたらすべてが台無しになってしまうのでそうしたのだ。

　深夜、琉斗が眠ってから書いたメールを琉斗の個人アドレスに送った。おそらく会社に行かないと見ないアドレスなので、確認が遅くなるだろうと思ったからだ。

　康弘叔父さんにもメールをした。だいたいの事情を書き、もうあの家に戻るつもりはなく、この先はひとりでやっていくことを伝えた。

（今夜からはとりあえず、ウィークリーマンションとかになるかなぁ。なんかめちゃくちゃだるい……。血が出たからかな？　とりあえずゆっくり寝よう。あ、座右の銘は『あとは野となれ山となれ』にしようっと。ドイツ語ではなんて言うかな？）

　後のことなんか、知らない。

　先祖代々の会社がどうなるろうと、もうわたしの知ったこっちゃない。康弘叔父さんに勝手にやって欲しい。

（あとは任せた！　きっとおじいちゃんなら、許してくれる。死んだママも。二人ともわたしのピアノを応援していてくれたのだもの）

　琉斗のことだけは心残りだ。

　わたしは琉斗にとって、嘘をついて会社に潜入していた女だ。

　嘘まみれの状態で出会ってしまった素敵な人……。わたしたちは短い恋をしたと思いたいけど……。これでおしまいにしたほうがきっといい。

　でも、一生、忘れたりしない。

　夜が明けてきた。群青色の空がとてもきれいだ。

（うん。ま、なんとかなるでしょ）

　先のことを考えたら不安でいっぱいでもおかしくないのに、意外と気分は明るかった。







七・真冬の再会。冬のウィーンで。








　ヨーロッパの、オーストリアの冬は寒い。本当に寒い。凍てつくようだ。分厚いムートンブーツと、分厚いコートがないと外に出られない。雪が無いのが救いだ。

　あれから──。

　かつての音楽事務所に連絡をしたらマネージャーが迎えにきてくれて、わたしは無事にオーストリアに引っ越すことができた。

　引っ越して一か月ほどで楽友協会の若手演奏家シリーズのコンサートに出演させてもらうことができ、ブランク後だったにもかかわらずウィーンに温かく迎え入れてもらえて、その後は順調に活動を再開している。春にはソロコンサートの予定があり、準備に余念がない。

　今日は日用品と食品の買い物に出てきた。

（いつ見てもテンションの上がる光景ではあるよね）

　ウィーンの街は、いかにもヨーロッパ！　という感じなので、最初に来たときにはわたしも感動した。あのときはザルツブルグに住んだけど、今度は事務所の意向もあってウィーンに住んでいる。

　ウィーンはどこもかしこもきれいだし、ちょっと歩けばいくらでも見るところがあって、ヨーロッパ諸国からもみんなが観光に来る街だから、街を歩けば観光客に当たるという感じ、アジア人もいっぱいいるから目立つこともない。

　世界一住みやすいと言われているくらいなので心地よさはお墨付きという感じだ。治安もいい。女ひとりでも過ごしやすく、大人の街だなと思う。

　事務所にピアノつきのアパートを探してもらえたのでそこに住んでいる。もちろんロッテも一緒だ。

　まだ演奏だけでは生活できないので、オペラの練習伴奏者やピアノ教師の仕事も並行してやっている。大きな舞台のオーディションも受けるつもりだし、日本向けのアピールも増やしていく予定だ。事務所には焦らないでやっていこうと言われている。

　ドラッグストアで化粧品と日用品を買い、スーパーで食品を少し買った。ちょっと疲れて、カフェに寄ることにした。ウィーンは言わずと知れたカフェ文化の街なので、素敵なカフェがいくらでもある。

　落ち着いた色合いの曲げ木椅子に大理石の丸テーブル。定番の雰囲気のカフェに入り、エスプレッソにオレンジリキュールが入ったものを頼んだ。

　店の隅にはピアノ。今日はやっていないようだが、生演奏を行っているカフェも多い。音楽家の仕事場が身近にあるということでもある。

　カフェには昔から新聞をたくさん置く決まりになっているらしく、ドイツ語のものだけでなく、英字新聞も揃えられている。わたしはカフェに来たときしか新聞を読まないので、英字新聞を取ってきてテーブルで読んだ。

　それはアメリカの新聞だったので、アメリカのニュースが多く載っていた。何気なく読んでいたのだけど。

（え？）

　とある見出しに目を奪われ、夢中で読んだ。

　それは──。『コンケントゥス』がアメリカの企業に高額で売却された、という記事だった。

（間違いない。あの『コンケントゥス』だ。琉斗、どうしちゃったの？　会社、売っちゃったの？）

　わたしはものすごくびっくりしてしまい……。運ばれてきたエスプレッソがいつのまにかすっかり冷めていた。

　家にテレビはない。ネットのニュースサイトを見ることはあるけれど、オーストリア国内のものを主に見ていて、よほど大きい事件でなければ日本のことはあまりわからなくなっていた。

　康弘叔父さんとはあれきり連絡を絶っているし、あちらからもコンタクトはない。オーストリアに来る際にスマートフォンもすべて変更したので番号や連絡先も当然すべて変わっており、日本にいた頃の知り合いとは縁を切ったような状態になっている。

（だから琉斗とも、そうなっているけれど）

　あれっきりにするつもりだったから、それでいいと思っていた。でもこうやって『コンケントゥス』のニュースを目にすると、心が揺れてしまう自分がいた。

　会社の規模に対して破格の値で買われたらしいから、おそらく悪い話ではないのだろう。

　でも、みんなであんなに頑張って仕事をしていたのに……と思うとなんだか心配になる。

　記事をよく読むと、秋に発売された限定生産品のヘッドフォンが世界中のセレブに売れ、企業価値が上がったようだ。発売即完売だったらしい。

　冷めてしまったエスプレッソを飲み、読み終えた新聞を棚に戻してカフェを出た。




『コンケントゥス』売却のニュースを見てから三週間くらい経った頃。二月に入って、ウィーンはますます寒くなっていた。

　事務所の薦めで看護学校のチャリティーコンサートに出演することになった。

　いろんなところで演奏させてもらうことが、今のわたしにとっては大事なことなので、声がかかればどんなイベントでもできるだけ参加するようにしている。

　春に予定されているソロコンサートで弾く予定のシューマンのソナタの二番を持って行った。

（ふーん。こんな感じなんだ）

　チャリティーコンサートで、ウィーン在住の音楽家が多数集まるのでリハーサル等はなし。ぶっつけ本番だ。司会は名の知れた俳優で、会場は小規模なのだけど、長時間行うので観客も入れ代わり立ち代わりしていく。

（わたしのときに人が少なくなっちゃったら、ちょっと嫌だなぁ）

　もしそうだとしても仕方ないのだけど、そんなことを思った。

　収入が少ないのでドレスを何度も着回ししたり、ピアニストにもいろいろあるのだ。今日はラベンダー色のドレスにした。

　出番は夕方十七時頃に予定されており、押すかと思ったらそうでもなく時間通りだった。

　舞台袖に入ると、前の枠のヴァイオリニストがバッハを奏でていた。素敵な演奏だったのでそれをうっとりと聞きながら会場を眺める。混みすぎてもいないし、少なすぎでもないくらいのお客さんの入りでほっとした。雰囲気も温かい。

　前の演奏者が終わり、紹介を受けて舞台に出ていく。ピアノの側に立っていつものように客席に一礼した瞬間……。

　びっくりした。

　びっくりしすぎて、素に戻ってしまった。自分がどこに立っているのかわからなくなりかけた。

（下手側、前から三列目に座ってる人。あれ、琉斗だよね？　そうとしか見えないんだけど）

　くらっとしたので、ピアノに手をつき、必死で自分を支えた。

（だめ。今、余計なことを考えちゃだめ。だって今は、演奏前なんだから！）

　自分に何度も言い聞かせながら、なんとか平静を保ちつつピアノの前に座る。傍からは普通に見えていたかもしれないけれど、わたしの頭の中は完全に客席の琉斗でいっぱいだった。

（そっくりさんかもしれないじゃない。そうだ、きっとそっくりさんだ。そう思うことにしよう）

　目をつぶって精神統一し、深呼吸して弾き始めた。が……。

（あれ？　わたし、へんなところ繰り返しちゃった）

　要するに間違えてしまった。演奏は止まらず続けているから、ちょっと聞いたくらいでは間違いに気がつかないだろうけど、コンクールだったらこんなの失格だ。

（こんなんじゃ、ダメ！）

　強い気合で巻き返し、後半はなんとか及第点まで持っていけたと思うけど、演奏を終えて立ち上がったわたしはかなりボロボロになっていた。

　でも。観客はそれを熱演と思ってくれたらしく、拍手はかなり多くて──。本当に申し訳ない気分になってしまった。

　もう一度客席を眺めたとき、もう琉斗はいなかった。

（え……？　わたし、幻を見たの……？）

　舞台袖に下がりながら、わたしは混乱し続けていた。




　演奏家にとって演奏は仕事である。終われば着替えて会場を後にするだけだ。わたしはいつも大きめのトートバッグにドレスをくるくると丸めて入れ、楽譜はタブレットに入れて移動している。本番は暗譜で弾くことが多いのでタブレットは念のためだ。

　アパートは少し郊外にあるため、電車に乗ろうと駅に向かっていると、後ろから肩をポンと叩かれた。

「玲奈、久しぶり」

「あっあっ」

　驚きすぎて反応が変になってしまった。

（さっきのあれ、やっぱり本物だった！）

　琉斗が立っていた。キャメルのチェスターコートが似合っていてカッコいい。悔しいけど……つい見とれてしまった。

（やっぱり、好きだなぁ……）

　本当は。

　オーストリアに来てからも、ずっと忘れられなかった。会いたくて仕方なかった。あれっきりにしよう、忘れようと思っていたけれど、でも。

「玲奈がピアニストで良かったよ。こっちにいるのはわかっていたから、演奏会の情報をしらみつぶしに当たったんだ。やっと見つけた」

「琉斗、あの……」

　何か言おうとしても、上手く言葉が出てこない。胸が押される感じ……。これをいわゆる、胸がいっぱいと表現するんだろうなと思う。

「レストラン、予約してあるんだ。行こう」

　とりあえず、頷くしかなかった。




「あ、ここ。入ってみたかったところ」

　琉斗が予約してくれていたのは、最近評判のいい高級レストランだった。

　全体的にあまり料理が美味しいとは言えないウィーンにも、もちろん本当に美味しい店はある。

　明るいブラウンの木製扉を開けると、そこはとても可愛い雰囲気の空間だった。子供っぽくはないが可愛いという、童話の中のおうちのような、白とブラウンを基調としたヨーロッパの山小屋風のインテリア。

　テーブルに案内されると、真っ白なテーブルクロスが広げられており、テーブルの中央にはガラスの容器にちょこんとスミレの花が活けられていた。

「可愛い……。もうすぐ春だからかな」

「そうだね、可愛い。今日のドレスの色みたいだね」

　キャメルのコートを脱いだ琉斗は、グレージュのタートルネックのセーターに黒のパンツ姿だった。シックで素敵。

　わたしは白に近いライトグレーのコートで、中はドレスに着替えやすいように前開きのウールのワンピースを着ていた。色はボルドー。

　おすすめのシャンパンを貰い、食事が始まる。

「会いたかった」

　そう言われて、素直に頷いた。

「わたしも」

「だったら、良かった」

　言いたいこと、尋ねたいことはたくさんあった。

　だから、順番に話さなければならなくて。

　琉斗は、わたしが間違えて違うデータを盗んだのではなく、わざとだと気がついていた。

「黒崎さんや、みんなも怒ってなんかいないよ。玲奈が『コンケントゥス』を本当に気に入ってくれて、精一杯やってくれてたんだってわかったから。本当はピアニストだったってこともみんなに知らせた。すごくびっくりしてたよ」

「わたし、売却のニュースを新聞で読んだよ。『コンケントゥス』のみんなはどうしてるの？」

「事業は継続しているから、残った社員もいるし、辞めた人もいる。黒崎さんは旦那さんがニューヨークにいて、そっちに行きたいって言ってたんだ。今はアメリカにいるよ」

「え。黒崎さんって結婚してたんですか」

　びっくり。全く生活感のない人だったから。

「俺より五歳上だからね、あれで。『コンケントゥス』を立ち上げるときに、最長で五年を目途に協力して欲しいって頼み込んで、入ってもらってたんだ。売却は悩んだけど、社員とも相談して決めた。黒崎さんはそろそろ子どもが欲しいって言ってたから、今頃がんばってるんじゃないかな。俺は『フォーゲル』にいったん戻ることにしたんだ。社員としてではなく経営に関わることになったんだけど、開発も同時にやる予定」

「そうだったんだ。じゃ、こっちにしばらくいるんだね」

『コンケントゥス』のみんなにはずいぶんお世話になったのに、何もかも放り出してこっちに来てしまっていたから、話が聞けてホッとした。そして、琉斗がドイツに来たこと。やっぱりうれしい。

　わたしも、あれからの状況を説明した。琉斗は静かに耳を傾けてくれた。

「無事に活動が再開できて、本当に良かったね。さっきの演奏も素敵だったよ」

「ありがとう。でも舞台の上から琉斗が見えてびっくりして慌てて、少し変になっちゃった」

「そんなにびっくりさせちゃったか、ごめん。でもやっぱり、素敵だったよ。みんな喜んでたよ」

　かえって演奏が情熱的になってしまった、ということはあるのかもしれない。

「……でもどうしてわざと違うデータにしたってわかったの」

「そっか、やっぱりそうだったか」

　わたしの言葉を聞いて、琉斗は少し苦し気だった。

「あのとき、すぐに気がついてあげられなくて本当にごめん。俺、バカだったよ。

　最初は確かにただ間違えたんだって思った。でも冷静に考えて、そんなことあるかなって気もした。でも玲奈があのとき俺にくれたメールにはお詫びの言葉しかなくて、何も事情はわからなかった。俺は頭がおかしくなりそうなくらい心配してた。だってあんな大きい鳥と一緒に、女の子がひとりで行方不明になっちゃったんだぞ。俺がアホみたいに酔っぱらって寝ている間にさ。とっ捕まえておかなかったことをどれだけ後悔したか。

　調査会社からの報告をもとに、俺はＨＳＢ製作所の本社に乗り込ませてもらった。玲奈の叔父さんが社長だってことはわかってたから、まずは事情を探りにね。

　実はそれまでは、派遣会社への介入はわかっていたけど二人の間でどういう話になっていたのかははっきりしていなかったんだ。そしたらさ、あっちは開き直ってたよ。玲奈に対しても役立たずだとかもう縁は切りましたとかさんざんな言い方で。そのとき、玲奈のご両親が亡くなっていたことも知った。玲奈がひとりきりでがんばっていたことがわかった。

　あれ、叔父さんは全部バレたと勘違いしてたんだろうな。俺も手の内明かさないように接してたし。それでだいたいわかったんだ、これじゃ玲奈は辛かっただろうなぁって。

　俺へのメールには書いてなかったけど、叔父さんにはオーストリアに行くからもう構わないで欲しいって伝えてたろ。それで俺としては逆にちょっとホッとしてさ。それなら大丈夫だろうと。実は玲奈の音楽事務所に、ドイツの知人から探りを入れてもらって、無事にこっちにきたことは確認してたんだ。こそこそ調べてごめん。でも俺もあのときはすぐに来られる状況じゃなかったから……」

「そうだったんだ。わたし、全然知らなかった。康弘おじさんからはあのあと一切連絡がなくて。こっちもしてないけど」

　そう言うと、琉斗がくすくす笑った。

「そうか。でも間もなく連絡が来ると思うよ。おそらく弁護士を通してね。こっちに来る直前、俺が調べ上げたことをあいつに報告してやったら、真っ青になってたから」

「え？」

「玲奈、やっぱり少し抜けてるよ。芸術家だからしょうがないのかな？　あの人から何を言われて、何を聞いて、何を遠慮して、嫌な仕事をしていたの？　俺、あの人と会話しているうちにピンときて、想像ついちゃったよ。で、調べたらやっぱり当たっててさ。

　玲奈、騙されてるよ。おじいちゃんが亡くなったとき、あなたのお母さんは生きていたけど、海外にいたし病気が篤くなっていて、相続分を保留していた。それはお母さんが亡くなったときにそのまま一人娘の玲奈に来るはずだったものだけど、あいつ、それをごまかして着服したんだね。けっこうな額だよ」

「え？　あ。確かにそんなの一切、もらってない。でも、お母さんの治療費とか、わたしの学費とか出してもらってるから……」

「それ、どれくらいかわかんないけど、たぶんそれ引いてもかなりくるよ」

「え？　ほんとに？」

「あーあ。本当にお嬢様なんだなぁ……。まさか、額の想像がついてない？　でもお嬢様ってこういうもんかもしれないなぁ」

　琉斗が呆れたように言う。

「そっか。じゃあわたし、演奏会用のドレスとか、もうちょっと揃えてもいいんだ！　あまりバリエーションが作れなくて困ってたの」

「ドレス？　そんなもんいくらだって……。玲奈、相続分は少なく見積もって億単位だよ」

「ほ、ほ、ほんとに……？」

　じゃあ、ジュリアードでも良かったじゃんと一瞬思ったけど、オーストリアに来れたことでドイツ語ができるようになって、ヨーロッパとの縁が深くなって、そして琉斗に出会えたんだからぜったいにこっちが正解。

「あ、でも、会社が……」

「あ、そこ心配？　そういう意味ではいい報告があってさ。俺も気になって調べたんだけど、どうやらＨＳＢ製作所はヘルスケア製品で息がつけそうな感じだよ。さすが老舗だね。社長はあの通りだけど、古参の社員が動いてなんとかしてる」

「そっかぁ。なら良かった。ほらいちおう、おじいちゃんの会社だから。わたし、おじいちゃんのことは好きだったの」

「ま、玲奈のそういう人のいいところが、俺はすごく好きなんだけどさ。そんなわけだから、相続分は玲奈の権利でもあるからしっかり受け取っていいと思うよ」

「いろいろ考えてくれて、本当にありがとう」

　運ばれてくる料理は、どれもすごく美味しくて。

　レンズ豆のスープは優しい味で、トロトロのサーモンに西洋ワサビのムースが添えられていたり、メインのフィレ肉の煮込みも柔らかく、盛り付けも美しかった。

　シャンパンのあとは、白ワイン、赤ワイン。最後にもう一度白ワインを貰った。

　そして、最後にデザート。低温でローストされた無花果にココナッツのアイス、チョコレート、エスプレッソ。

　内容にもホッとしたけれど。それよりも、琉斗と話ができていること。ただそれだけがうれしくて、なんだかすごく幸せな気分になり、ついニコニコしてしまった。すると。

「いきなりかなぁ。俺の中ではぜんぜんいきなりじゃないんだけど。だってずいぶん探したからさ。これ……」

　琉斗が小さな箱を開け、こちらに差し出した。

　指輪だった。

（ん？　もしかして……）

「結婚してください」

　わたしの目を見つめながら、琉斗が言った。

　うれしさで顔が熱くなり……。わたしはそっと、指輪を受け取った。

　すると……パチパチ、と周囲から拍手の音がした。どうやらプロポーズだとバレて、注目されてしまったらしい。

「はい。こちらこそよろしくお願いします」

　恥ずかしくなり小さな声で言うと、琉斗がそっと、わたしの薬指にダイヤのリングをはめてくれた。

　すると、ますます周囲の拍手が大きくなって──。

　わたしと琉斗は少し赤くなりながら見つめ合った。




「ロッテ、久しぶり」

　夜だったこともあり、ロッテは何も言わない。ただじっと琉斗を見つめていた。

「返事、してくれないなぁ。でも、バイバイって言われるよりはいいかな」

　少し郊外のわたしのアパートまで、タクシーで移動してきた。

　相変わらず少し散らかってはいるけど、最近は生活も落ち着いたせいか家事もがんばっている。

「ねえ、今日ってプロポーズするつもりで来たの？」

「っていうか、再会できたらするつもりだったんだ。それが今日だった、ってこと。玲奈が出演する演奏会を探すのはけっこう大変だったんだよ。なるべく早く会いたかったし」

「ありがとう……。探してくれて」

　もう二度と会えないと思っていた。

　でも、琉斗はこうやって、こんな遠いところまで探しにきてくれた。

　わたしが好きなのは琉斗だけ。これまでも、これから先も、きっと。

　帰ってきたばかりだから、部屋が寒い。わたしのアパートはピアノつきで無駄に広く、すぐには温まらないのだ。小さなストーブをつけたり、お湯を沸かしたり、パタパタ動いていると後ろから捕まえられた。

「そんなに、俺に気を使わないで。ねえ、冷えてるよ、体」

「……うん」

　久しぶりの、琉斗の匂い。なんだかすごく懐かしくて、そして恥ずかしい。琉斗の腕の中で体を反転させた。

「キス、して」

　そう言いながらぎゅっと抱きつくと、それじゃできないよ、と琉斗が笑った。少し腕を緩めると、すぐに唇を塞がれ、舌が入ってきた。唐突な、激しく甘いキスに意識が蕩けていく。

「ベッド、どっち」

「あっち」

　指さすと、抱き上げられた。

　こっちのベッドは少し大き目ではあるけれど、いちおうシングルだからそんなに広くはない。

「うーん、どこに住めばいいかな？　寝室がある程度広いところじゃないとね」

　琉斗がつぶやく。

「琉斗の会社ドイツなんでしょ。ドイツのどこ？」

「ミュンヘン」

「ミュンヘンでもいいんじゃないかな。わたし、事務所に相談してみる」

　ドイツでの仕事も増える予定だから、たぶん大丈夫だと思う。

「それだとありがたいけど。オーストリアがよければザルツブルグでもいいよね。ミュンヘンに近いし、玲奈も住み慣れているだろうし。どっちにしてもピアノつきの広めのアパート、探しておくよ。楽しみだなぁ。俺、玲奈と暮らせるならはっきりいってどこでもいいんだ」

「気が合うね。わたしも！」

　琉斗がグレージュのセーターを脱いで放り投げ、わたしのワンピースの前ボタンを外し始めた。

「うわ……やばい。なんで相変わらずこんなきれいな体してるんだよ。胸、大きいし」

　琉斗がため息交じりにつぶやいた。

「そんなこと……」

　ワンピースが脱がされ、中に着ていたドレス用の下着も脱がされた。そのままストッキングもするするとおろされる。

　そのまま覆いかぶさってきて、再びキス。隙間から舌を差し込まれ、慣れないわたしは翻弄されつつ受け入れていく。舌と舌が触れ合うたびに、蕩けるような甘さが体中に広がってゆくようだ。

（そうだ……こんな感じだった）

　もう一生、こんな日はこないように感じていた。それなのに今、キスをしている。幸せ過ぎて胸が痛いほど。

「あ、ああっ」

　まだ尖り切っていない乳首を、いきなり根元から咥えられ、少し強く吸われた。初めてのときとは違うやり方。不意打ちのような行為に、いきなりギュンっとお腹の奥が縮んだ。

「や、あ、あぁぁ」

「乳首、すぐガチガチになってきたよ。もう忘れたろ？　思い出させてあげる」

「やだ……」

　手早くショーツまで脱がされた。

「もう逃げられないよ、やっと見つけたんだから。ねえ、どういう風にされたい？　めちゃめちゃ甘やかしてもいいし、強引に犯されたいとか、そういうリクエストにも応じますけど」

　そう言いながら、琉斗は笑っている。どこまで本気なのかよくわからない。なんとなく負けたくなくて、

「……じゃあ、強引なやつで」

　そう言うと、両足をぐいっと開かれた。

「ん？　もう糸ひいてるよ。濡れてきちゃってる」

「あ、いやっ、見ないで」

　いくら抱かれるのが初めてじゃなくても、まだ二回目なのにこんな風にされたら恥ずかしい。でも……こんなことをされているのに、お腹の奥や、胸の突起がじんじんとうずいてきた。

「今日は、俺がどこまで我慢できるかにかかってるんだけど……」

　両足の間に琉斗の体。もう自由にされるしかないんだってわかる。好きな人が相手なら、こういうことが嫌じゃないなんて本当に不思議だ。

　両腕を上げられて、首筋からじわじわと舐められた。次第に下がり、わきの下、そして胸へ……。尖った先端をチロチロと弾くようにしながら舐められ、体の奥にじわじわ進んでくるような気持ちよさに喘いだ。

「んっ……くっ、あぁぁ」

　隣に聞こえたらどうしようと思ってしまい、必死に声を抑える。

　ピアノが弾ける物件なんだから、これくらいなら絶対に聞こえないだろうと思うのだけど、古いのでたまにどこかの配管かなんかを通って隣の音が聞こえるようなこともあるのだ。ちなみにどこかの部屋でピアノを弾いていると聞こえる。ここは、夜間は禁止になっている。

　大きな手が太腿の内側を撫でる。どんどん付け根に近づいていき、ショーツの間に指が入れられた。

「ん。いっぱいぬるぬるしてる。もう、欲しくなっちゃった？」

　割れ目をなぞられると、全身の力が抜けてしまう。それだけで腰が上がってきてしまった。

「い、いやっ……」

「何が嫌なの。言葉と体が一致してないよ。ま、今日はいくら嫌だって言われてもやめてなんかあげないけどね」

　そう言いながら、蜜口にちゅぷんと指先を入れてきた。そのままくちゅくちゅと動かされ、

「あ、あぁぁん」

　すでに切なくて、つい琉斗の体を押しのけようとしてしまう。

「もうびくびくしちゃって……本当に可愛い。ダメだよ抵抗しちゃ。大事なところ、いじってあげないよ？」

　両足を閉じることはできないから、パタパタさせるくらい。

　琉斗の指が、割れ目の間にある敏感な粒を避けるように、周囲を優しく刺激してくる。そのたびに下腹の奥がきゅんきゅんとうねり、抗いがたい快感が押し寄せてきた。

「あ、あんっ、あぁぁぁ」

　溢れてくる蜜を止めることはできない。お尻のほうまで垂れていくのを感じた。

「や、やだぁ」

　思わず言うと、

「何が嫌なの」

　耳元で甘い声がする。

「ちゃ、ちゃんとして。お願い、触って……」

　必死に訴えたのに、琉斗の指は焦らすような動きを続けるだけだった。

「まだ二回目なのにね。これ、仕込んだらすごいことになっちゃいそうだなぁ。いっぱい、いじめてあげるよ。ずーっと、一生ね……」

「はぅ……ん、うぅ」

　キスされて、何も言えなくなった。焦らすような指の動きと、舌の根元まで探られるような深いキス。

（あ……もう、だめ）

　気が遠くなりそう。体は感じているけど、意識が飛びそう。お腹の奥は、もう火でも燃やされているかのように熱くなっている。

「あ、あぁぁぁ、んうっ、あ、あぁぁぁぁ」

「大丈夫？　声、でかすぎ。舐めてあげるから、これでも嚙んでて」

　口にタオルが押し込まれたかと思うと、琉斗の頭が下がっていった。そして。

（あっ。だ、だめっ……）

　演奏会後で、シャワーも浴びてない。そんなところに──琉斗が舌を這わせ始めた。びしょびしょの割れ目をまずは上下になぞり、指で広げて蜜口を舐め回し……。敏感になり切った花芯を舌でねっとりと転がす。

「んぅっ、う、う、ふうんっ……んふ、う、う、うぅぅぅぅっ」

　甘くて熱い蜜が体の奥から噴き出てくる。足をばたつかせながら腰を浮かせると、身体のの中をギュンっとした快感が頭まで突き抜けた。

「う、ふ、ふうううううっ」

　ビクビクと体が痙攣し、頭が真っ白になった。

「いっぱい、出たねえ。もうどろどろ。あーもう、すっごく可愛いよ」

　口からタオルがはずされ、頭を撫でられた。琉斗が猛り切ったものに素早く避妊具をつけ、次の瞬間には足を抱えあげられた。

「やっ……」

（こんな格好、恥ずかしい）

　そう思ったけれど、何も言えなくて咄嗟に目を閉じた。

　すでに蕩け切っているそこに、分け入るようにずぶずぶと、圧迫感のあるものが入ってくる。

「あ、あ、い、痛い……」

「久しぶりだからな。これから毎晩でも抱いて、俺の形に慣れさせてあげる。これが欲しくてたまらなくなるように躾けてあげるよ……。ふ……う、きっつ。これ、俺もやばい……好きすぎて、すぐいっちゃいそう……」

　まだ、ちょっと痛くて、毎晩でも欲しくなってしまうなんて信じられないくらいなのに……少しずつ快楽を仕込まれたら、自分でもどうなってしまうのかわからない。

（前のときも、そうだった。途中から気持ちよくなって）

　ぐじゅぐじゅのアソコから、琉斗のモノがずるっと引き抜かれ、再び押し込まれ。繰り返されるうちに、隘路がどんどん広がっていくのがわかる。奥から流れ出てくる蜜でぬめりがどんどん増していく。

　そして──。

　奥を打たれたまま腰を回されると、奥と同時に花芯に琉斗の恥骨が当たって気持ちよいことや、抜き差しされるたびに内側の感じる場所を琉斗の先端の太いところが当たりびくびくしてしまうこと──で。

　自分の体が、まるで自分のものではないように、暴力的な快感で裏返ってしまうことが、なんとなくわかってきた。

（でも……琉斗のことが好きだから……愛してるから……わたしは変わってしまってもいいの……）

　喘ぎながら、夢中になって受け入れた。両足が、琉斗の肩にかかってる。切なげに息を吐き、わたしの奥に向かって腰をうちつけてくる琉斗。そのたびにキラッとした光が目の中を走った。

「あっ、あっ、んんっ、んぁっ」

「めちゃめちゃいい具合……すっごくいい……俺本当にもう……あ、あぁ」

　繋がっている場所からべちべちと肌が当たる音と、ぬちゅっ、ぐちゅっ、と水音が響いてる。

「あっ……お、奥……奥に、いっぱい、当たってるよ……」

　信じられないくらい深く、繋がっている。体内に、愛する男性のモノが入っていることが、こんなに幸せなことだなんて。

「気持ちいいんだね……？」

「すごく……すごく……気持ちいい」

　足を持ち上げられて腰が上がり……めちゃめちゃ淫らな恰好。でもそんなこと、どうでもいい、よくわからない。

　ぐっと奥まで押し込まれ、ぐりぐりと押し付けられた。奥と花芯を同時に刺激される。これをされてしまうと、

「や、やぁぁぁ、だめぇぇ、い、イっちゃうぅぅ、おかしくなっちゃうぅぅ」

　今日何度目かの絶頂の予感に襲われて、息を荒げながら必死に悶えた。それに合わせるかのように、琉斗の動きが激しくなっていく。

「ヤバい。あ、も……。出る……」

　体が高まり、絶頂に突き進んでいく。こうなったら、もう止まらない。

「あ、ああああああ！」

　激しく奥を打たれ、熱いモノがさらに熱く膨らんだ気がした。次の瞬間、奥で放たれたことがわった。頭をのけ反らせ、甘い悲鳴をあげながら……。わたしはどこまでも沈んでいった……。







　結婚生活というのは、わりとあっという間に日常になる。

　そして。いい結婚というものは、その日常が幸せに満たされるということなんだ、と知った。

　二人で相談した末、今住んでいるのはミュンヘン郊外の一軒家だ。そこならばコンサート用のグランドピアノが置けたので。琉斗は自動車通勤をしている。

「じゃ、そろそろ行ってきます」

　琉斗が、玄関のキーボックスから車の鍵を取り出しながら言った。

　細身のジャケットがここまで似合う男性はなかなかいないんじゃないかなと思うカッコよさ。いつも見てもドキドキしてしまう。

「イッテ！　ラシャイ！」

　最近はロッテも、琉斗にすっかり懐き、大好きになったようだ。毎朝、ちゃんと見送りをしたがる。

（もう結婚して一年になるのに、夫のカッコよさに毎日ドキドキしちゃうなんて、わたし大丈夫なのかな？）

　自分でも少し心配になるくらい。

「いってらっしゃい。気を付けてね」

　玄関先でキスをする。大好きなので、いつもそれが少し長くなってしまう。

「玲奈も、ちゃんと大事にしてるんだよ。お昼に電話するから」

「はい。大事にします」

　心配性なところのある琉斗は、会社にいるときもしょっちゅう連絡をくれるのだけど、今は特にそう。

　琉斗はそっとかがんで、わたしのお腹に優しく耳をあてる。これも、毎朝のこと。

　わたしは今、妊娠中なのだ。赤ちゃんが生まれるのは、二か月後の予定。お腹がだいぶ大きくなってきた。

（めちゃくちゃ、楽しみ！　こんなに幸せで、いいのかなぁ）

　一緒に外に出て、琉斗の車が見えなくなるまで手を振るのも、毎朝のこと。

　今日はすっごく、いい天気。もうすぐ夏になる。

　青くて透き通った空を見ながら思った。

　わたしは……。

　ずっとひとりだった。

　ひとりきりだった。

　お父さんも、お母さんも、おじいちゃんも。みんなわたしを残して去っていった。

　だから。

　ひとりでも平気、ピアノがあればやっていける、友達も恋人もいらない、そう思っていた。

（今は、たぶん無理。わたしはもうひとりでは、生きていけない。だって、こんなに幸せを知ってしまったんだもの……）

　見送りを終え振り返ると、目の前にはわたしたちの家。

　このあたりではよく見るデザインだけど、木造で、クリーム色の外壁にグリーンの屋根。とても可愛い、チロルっぽい雰囲気。

　昔幼い頃、お母さんが読んでくれた絵本の中で、こういう家を見た気がする。お父さんは確かもう、いなかった。そのせいか、自分はこういうおうちに住むことはきっと無いんだろうな、と漠然と思っていた。わたしの現実に、それは起こらないのだと。

　でも今、わたしは住んでいる。昔夢見た絵本の中に……。

「さて、と。練習しますかね」

　ひとりごちつつ、玄関ドアを開けて中に入る。

　ロッテをグランドピアノの側の止まり木に運んだ。

　そして──。わたしは静かに、ピアノに指を下した。











終わり









あとがき








　初めましての方、再びの方、こんにちは。乃の村むら寧ね音おんと申します。

　このたびは、濃密ラブルージュさんでの二作目「産業スパイとして嘘をついたら、極上ＣＥＯに滴るほど甘く溺愛されてしまいました。」をお読みくださり、ありがとうございました。

　ヨウムと暮らすピアニスト・玲奈と、世界一のヘッドフォンを作る男・琉斗の恋物語。お読みくださったみなさまが、ひととき浮世の憂さを忘れ、楽しんでいただけましたならば、作者としてこんなにうれしいことはありません。

　こちらの作品ですが、自分で書いていてとても好きなラストシーンでした。「絵本の中に住みたい」という子供の頃からの夢を叶えさせていただきました。

　そして、重要な脇役であるロッテ。わたしは以前よりヨウムに憧れておりまして……。ヨウムと暮らしたいと長年思っているのですが、うちには大事な猫さんがいますので、両立は難しいのです。なので、この作品ではその夢をも叶えさせていただきました。

　いつも、こうやって作品を書くことにより、叶えられなかった夢を実現しているような、不思議な気持ちになるわたしです。

　それではまたいつか、お目にかかれますことを願って。
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